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漢
文
や
漢
詩
の
形
で
表
現
さ
れ
る
中
国
語
の
文
語
は
、
前
近
代
に
お
け
る
東

ア
ジ
ア
の
共
通
言
語
と
も
言
え
る
。
そ
の
中
で
漢
文
は
、
意
思
疎
通
の
手
段
で

あ
る
筆
談
か
ら
国
書
や
表
文
、
諮
文
な
ど
の
公
文
書
の
作
成
ま
で
用
い
ら
れ
、

外
交
行
動
の
展
開
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
方
で
漢
詩
は
、
漢
文
と
同

じ
く
知
識
人
の
教
養
で
あ
り
つ
つ
も
、
「
公
」
の
性
格
の
強
い
漢
文
と
は
異
な

り
、
個
人
的
な
杼
惰
性
を
表
出
す
る
文
学
形
式
と
し
て
、
よ
り
「
私
」
の
性
格

を
帯
び
て
い
る
。
外
交
の
舞
台
に
お
い
て
、
使
節
が
外
交
の
任
務
を
う
ま
く
遂

行
す
る
た
め
に
、
漢
詩
の
唱
和
や
贈
答
に
よ
っ
て
現
地
官
僚
と
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
築
く
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
で
非
常
に
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
。

こ
う
し
た
性
格
を
帯
び
て
い
る
漢
詩
が
近
世
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
特
に
活

躍
し
た
の
は
、
外
交
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
使
節
が
外
交
の
任
務
を
う
ま
く
遂
行

す
る
た
め
に
、
漢
詩
の
唱
和
や
贈
答
に
よ
っ
て
現
地
官
僚
と
の
人
間
関
係
を
円

滑
に
築
く
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
で
非
常
に
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
。
十
五
世
紀

初
頭
に
足
利
義
満
が
明
の
建
文
帝
に
日
本
国
王
に
冊
封
さ
れ
る
際
に
、
明
か
ら

の
冊
封
使
と
漢
詩
を
唱
和
し
た
絶
海
中
津
を
は
じ
め
と
す
る
五
山
禅
僧
か
ら
、

十
九
世
紀
ま
で
毎
年
二
回
以
上
北
京
に
赴
き
、
中
国
の
官
僚
や
知
識
人
と
漢
詩

交
流
を
盛
ん
に
行
っ
た
朝
鮮
燕
行
使
ま
で
、
漢
詩
は
教
養
の
領
域
を
超
え
て
、

実
用
性
の
あ
る
社
交
の
媒
介
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

は
じ
め
に

〈
論
文
〉

「
中
山
詩
文
集
』
の
琉
球
漢
詩
平
灰
式
に
よ
る
検
証
と
分
析

王

尊

龍

た
だ
、
社
交
の
媒
介
と
し
て
近
世
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
交
の
場
で
十
分

な
機
能
を
発
揮
し
た
漢
詩
と
、
日
中
の
狭
間
で
独
自
の
外
交
活
動
を
行
っ
て
い

た
琉
球
王
国
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
琉
球
に
お
け
る
漢
詩
の
受
容
と
、
対
中
国

外
交
に
携
わ
る
通
事
た
ち
の
聚
落
で
あ
る
久
米
村
に
お
け
る
漢
詩
教
育
の
展
開

に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年
、
琉
球
王
国
の
漢
詩
に
関
す
る
新
史
料
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
研
究

を
と
り
ま
く
条
件
が
大
き
く
改
善
し
た
が
、
そ
れ
に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
多

く
は
な
い
。
従
来
の
研
究
は
、
琉
球
漢
詩
の
内
容
や
時
代
背
景
の
解
釈
に
偏
向

し
て
お
り
、
漢
詩
を
外
交
史
や
社
会
史
研
究
の
補
充
史
料
と
し
て
扱
う
傾
向
が

あ
っ
た
。
近
体
詩
に
は
基
本
的
な
規
則
と
し
て
平
灰
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
形
式
的
な
側
面
に
着
目
し
て
琉
球
詩
人
の
作
詩
水
準
を
問
う
た
研
究

は
、
管
見
の
限
り
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
「
中
山
詩
文
集
」
の
成
立
背
景
と
し
て
の
琉
球
に
お
け
る
漢
学
の
学

統
と
漢
詩
教
育
の
展
開
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
琉
球
漢
詩
の
発
展
の
諸
要

因
の
説
明
を
、
中
国
・
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
地
域
的
な
政
治
文
化
環
境
に
触

れ
ず
に
琉
球
内
部
の
要
因
だ
け
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
は
視
点
を
か
え
て
、
ま
ず
第
一
章
で
近
体
詩
の
諸
規
則
を

簡
単
に
説
明
し
て
、
第
二
章
で
琉
球
王
国
時
代
の
最
初
の
漢
詩
文
集
で
あ
る
『
中

山
詩
文
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
琉
球
詩
人
の
漢
詩
作
品
を
網
羅
し
、
平
灰
式

の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
琉
球
漢
詩
は
近
体
詩
の
形
式
や
規
則

に
則
っ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
第

三
章
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
漢
詩
が
中
国
文
壇
に
お

い
て
占
め
て
い
た
重
要
性
、
お
よ
び
日
中
両
国
に
お
い
て
流
行
し
て
い
た
詩
風

の
変
化
を
閏
明
し
、
さ
ら
に
平
灰
式
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
、
当
時
の
琉
球
を
代
表
す
る
首
里
と
久
米
村
と
い
う
二
つ
の
漢
学
学
統
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の
下
で
展
開
さ
れ
た
漢
詩
教
育
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

第
一
章
近
体
詩
の
規
則

平
灰
式
の
検
証
は
、
異
体
字
を
解
読
す
る
際
に
も
、
誤
字
・
誰
字
を
訂
正
す

る
際
に
も
、
研
究
を
進
め
る
た
め
の
足
が
か
り
を
提
供
し
、
漢
詩
解
読
の
有
力

な
道
具
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

平
灰
式
の
検
証
に
入
る
前
に
、
本
章
で
は
近
体
詩
、
す
な
わ
ち
格
律
詩
創
作

の
諸
規
則
を
簡
潔
に
説
明
し
た
い
。
し
か
し
、
平
灰
の
規
則
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
の
漢
詩
研
究
は
、
作
品
の
内
容
や
主
題
、

ま
た
は
詩
人
の
思
想
な
ど
を
中
心
と
す
る
研
究
が
多
い
一
方
で
、
平
灰
に
関
す

る
問
題
が
か
な
り
敬
遠
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
古
典
文
学
で
あ
る
漢
詩
の
複
雑

な
構
造
と
原
理
を
日
本
語
で
説
明
す
る
際
の
方
法
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
平

灰
や
漢
詩
の
構
造
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
、
松
尾
善
弘
と
古
川
末
喜
が
優
れ

た
成
果
を
出
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
松
尾
善
弘
氏
の
論
考
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
平
灰
式
検
証
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
参
考
に
、
平
灰
の
説
明
と
検
証
を
行

一戸出

っI
~ノー国

0

①
基
本
平
灰
型

中
国
語
に
は
、
声
調
と
い
う
声
の
高
低
変
化
が
あ
る
。
平
灰
と
は
、
中
古
漢

語
の
平
・
上
・
去
・
入
と
い
う
四
種
の
声
調
を
持
つ
す
べ
て
の
漢
字
を
「
平
」

と
「
灰
」
二
類
目
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
平
は
平
声
、
灰
は
上
・
去
・
入
声

で
あ
る
。
漢
詩
な
ど
の
韻
文
作
品
で
は
、
平
声
と
灰
声
の
漢
字
を
規
則
的
に
配

列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ズ
ム
と
し
て
の
美
し
さ
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

特
に
唐
代
に
定
着
し
た
近
体
詩
で
は
、
こ
の
よ
う
な
音
韻
美
を
極
め
て
重
視

し
、
押
韻
法
を
守
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
一
首
や
一
句
の
字
数
、
ま
た
は
平
灰

の
並
べ
方
も
厳
格
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
規
則
の
中
で
、

詩
人
が
常
に
念
頭
に
置
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
近
体
詩
の
四
種

の
基
本
平
灰
型
で
あ
る
。

な
お
、
平
灰
基
本
形
を
説
明
す
る
際
に
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
淀
、
本

稿
は
主
に
松
尾
善
弘
氏
の
図
式
化
の
方
法
を
参
考
に
し
て
い
る
。

平
声
字
を
「
○
」
印
、
灰
声
字
を
「
●
」
印
、
平
声
韻
を
「
。
」
で
図
式
化
に
す

る
と
、
近
体
詩
の
基
本
平
灰
型
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
下
線
部
は
平
灰
変

換
可
の
字
）

五

言

七

言

〔
Ａ
〕
平
起
り
平
終
り
型
○
○
●
●
◎
○
○
●
●
●
○
。

〔
Ｂ
〕
平
起
り
灰
終
り
型
○
○
○
●
●
○
○
●
●
○
○
●

〔
Ｃ
〕
灰
起
り
平
終
り
型
●
●
●
○
◎
●
●
○
○
●
●
。

〔
Ｄ
〕
灰
起
り
灰
終
り
型
●
●
○
○
●
●
●
○
○
○
●
●

す
べ
て
の
格
律
詩
は
、
こ
の
四
種
の
基
本
平
灰
型
を
基
に
し
て
、
押
韻
、
反

法
、
粘
法
な
ど
の
規
則
に
従
っ
た
上
で
創
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

②

押

韻

押
韻
と
は
、
偶
数
句
や
初
句
が
〔
Ａ
〕
、
〔
Ｃ
〕
の
時
、
原
則
的
に
同
じ
韻
部

の
平
声
字
を
句
末
の
位
置
に
繰
り
返
し
用
い
、
響
き
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
し
、
初
句
が
〔
Ａ
〕
、
〔
Ｃ
〕
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
同
じ
韻
部
に
限

ら
ず
、
隣
の
韻
部
の
字
を
使
っ
て
押
韻
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

近
体
詩
の
作
詩
は
、
韻
耆
に
定
め
ら
れ
た
韻
の
分
類
、
つ
ま
り
韻
部
（
あ
る

い
は
韻
目
）
に
従
っ
て
押
韻
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
六
朝
時
代
に
編
蟇

さ
れ
た
「
四
声
譜
』
を
始
め
、
体
裁
の
整
備
や
音
韻
の
変
化
に
伴
い
、
実
際
に

使
用
さ
れ
る
韻
書
の
系
統
も
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
程
順
則
ら
が
生
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③
平
灰
の
調
整
（
勤
救
）
~

実
際
に
作
詩
す
る
際
に
、
四
種
の
基
本
平
灰
型
の
配
列
に
合
致
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
平
灰
型
に
合
わ
な
い
詩
句
は
、
「
勧
句
」
と
言
う
。

し
か
し
、
「
勘
句
」
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
規
則
に
従
っ
て
平
灰
を
調
整
し
て
、

全
体
的
な
平
灰
数
を
基
本
平
灰
型
と
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
、
「
救
極
」
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
平
灰
を
救
極
せ
ず
、
自
由
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き

（

４

）

る
特
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
（
２
ペ
ー
ジ
「
平
灰
変
換
可
の
字
」
に
参
照
）

つ
ま
り
、
「
拘
句
」
を
「
救
抵
」
す
る
規
則
、
す
な
わ
ち
「
勤
救
」
の
規
則
を
守
れ
ば
、

基
本
平
灰
型
と
完
全
に
一
致
し
な
い
と
し
て
も
、
近
体
詩
と
し
て
は
合
格
と
言

え
る
。こ

う
い
っ
た
「
拘
救
」
の
方
法
は
、
主
に
以
下
の
二
種
類
で
あ
る
。

①
同
一
句
内
自
救

例
え
ば
、
基
本
平
灰
型
〔
Ａ
〕
「
○
○
●
●
。
」
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
、
文
意
重
視
な
ど
の
理
由
で
や
む
を
得
ず
一
字
目
の
「
○
」
を
「
●
」
に

し
た
ら
、
三
字
目
の
「
●
」
を
「
○
」
に
し
て
、
一
字
目
の
平
灰
調
整
と
相
殺
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
的
な
平
灰
数
は
基
本
型
と
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

対

句

相

救

先
の
例
と
同
様
に
、
例
え
ば
、
奇
数
句
で
基
本
平
灰
型
〔
Ｄ
〕
「
●
●
○
○
●
」

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
、
や
む
を
え
ず
四
字
目
の
「
○
」
を
「
●
」

に
し
た
ら
、
対
句
で
あ
る
偶
数
句
の
第
三
字
の
「
●
」
を
「
○
」
に
し
て
、
奇
数

句
四
字
目
の
平
灰
調
整
と
相
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
句
合
わ
せ
て
全
体
的

（

３

）

き
た
清
朝
に
あ
た
る
時
代
に
、
公
式
化
さ
れ
た
の
は
平
水
韻
系
統
の
韻
耆
で
あ

る
。
例
え
ば
、
『
詩
韻
集
成
』
や
「
詩
韻
合
壁
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
清
代

知
識
人
の
常
用
書
で
あ
る
と
言
え
る
。

⑥
孤
平
・
孤
灰

孤
平
と
孤
灰
は
、
近
体
詩
に
と
っ
て
は
犯
し
て
は
な
ら
な
い
重
大
な
禁
忌
で

あ
る
。
平
灰
が
「
●
○
●
」
に
な
っ
た
場
合
は
孤
平
、
「
○
●
○
」
に
な
っ
た
場

合
は
孤
灰
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
孤
平
の
禁
忌
は
、
五
言
詩
の
平

起
り
平
終
り
型
句
〔
Ａ
〕
、
な
ら
び
に
七
言
の
灰
起
り
平
終
り
型
〔
Ｃ
〕
に
の
み

手
の
つ
匂
０

⑤

粘

法

粘
法
は
、
対
句
で
は
な
い
奇
数
句
と
偶
数
句
を
、
同
じ
平
灰
式
で
配
列
す
る

規
則
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
三
句
と
二
句
、
五
句
と
四
句
、
七
句
と
六
句
を
、

同
じ
平
灰
式
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
五
言
で
あ
れ
ば
一
、
二
、
四
字

目
は
対
応
す
る
が
、
三
、
五
字
目
は
対
応
し
な
い
。
七
言
で
あ
れ
ば
一
、
二
、
三
、

四
、
六
字
目
は
対
応
す
る
が
、
五
、
七
字
目
は
対
応
し
な
い
。
こ
う
い
っ
た
粘

法
は
、
「
頭
粘
尾
不
粘
」
と
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
違
反
し
た
詩
句
は
、

「
失
粘
」
と
言
う
。

④

反

法

反
法
と
は
、
対
句
で
あ
る
奇
数
句
と
偶
数
句
は
反
対
の
平
灰
式
で
配
列
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
規
則
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
句
は
「
○
○
●
●
●
○
。
」
な
ら
、

四
句
は
反
対
の
「
●
●
○
○
○
●
●
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

七
言
の
場
合
、
初
句
と
二
句
両
方
と
も
押
韻
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
初
句
は

「
●
●
○
○
●
●
。
」
な
ら
、
対
句
は
「
○
○
●
●
●
○
。
」
に
し
て
も
よ
い
．

な
平
灰
数
は
基
本
型
と
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑦
三
平
調
・
三
灰
尾
（
三
平
調
・
三
灰
調
）

詩
句
の
最
後
の
三
字
が
○
○
○
、
あ
る
い
は
●
●
●
に
な
っ
た
場
合
は
、
三

平
調
、
三
灰
尾
と
言
う
。
特
に
三
平
調
は
、
孤
平
と
同
じ
く
重
大
な
禁
忌
で
あ

以
上
、
近
体
詩
を
作
る
際
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
規
則
で
あ
る
。

規
則
を
守
ら
な
い
作
品
は
「
勧
体
」
と
言
う
。
勧
体
は
、
近
体
詩
と
し
て
は
失

格
の
作
品
で
あ
り
、
清
代
で
は
評
価
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
規
則
に
従
っ
て
作
詩
す
る
こ
と
は
、
簡
単
と
は
言
い
難
く
、
特

に
中
国
語
非
母
語
話
者
で
あ
る
琉
球
人
に
と
っ
て
は
、
一
層
困
難
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
、
漢
詩
は
文
学
で
あ

り
な
が
ら
、
社
交
的
な
性
質
も
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
漢
詩
は
対
中

国
外
交
の
み
な
ら
ず
、
対
日
外
交
に
お
い
て
も
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

次
節
か
ら
は
、
十
八
世
紀
初
頭
の
琉
球
を
代
表
す
る
知
識
人
が
、
漢
詩
と
い

う
必
要
教
養
を
如
何
ほ
ど
に
掌
握
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
中

山
市
文
集
』
に
収
め
ら
れ
た
漢
詩
集
を
順
に
平
灰
式
の
点
検
を
行
っ
て
い
き
た

⑧

対

仗

律
詩
を
作
る
際
、
対
に
な
る
三
句
目
と
四
句
目
、
そ
し
て
五
句
目
と
六
句
目

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
数
、
な
ら
び
に
対
応
す
る
単
語
の
性
質
や
品
詞
の
種
類

な
ど
を
同
じ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
則
を
違
反
し
た
詩
句
は
「
失

対
」
と
言
う
．
絶
句
で
は
、
対
仗
は
必
須
な
条
件
で
は
な
い
。

る
ハ

』

１

Ｏ

ｖ

な
お
、
本
稿
で
は
、
上
里
賢
一
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
「
校
訂
本
中
山
詩
文
集
」

「
中
山
詩
文
集
」
の
冒
頭
に
登
場
す
る
の
は
、
一
六
八
三
年
の
冊
封
使
来
航

に
関
わ
る
一
連
の
漢
文
と
漢
詩
作
品
で
あ
る
。
お
お
む
ね
冊
封
正
使
汪
揖
の
父

親
の
八
○
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
詩
文
、
な
ら
び
に
冊
封
副
使
林
麟
娼
の
母
親
の

長
寿
を
祈
る
も
の
と
林
麟
娼
の
徳
行
を
讃
頌
す
る
詩
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
漢
詩
作
品
は
「
中
山
詩
」
を
主
題
と
し
た
「
題
壹
奉
祝
詰
封

翰
林
院
検
討
汪
太
公
壽
」
と
林
麟
娼
に
贈
る
「
恭
贈
玉
翁
林
先
生
詩
」
、
「
祝
林

母
戴
太
夫
人
壽
詩
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
主
に
、
首
里
王
府
の
役
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
『
中
山
詩
文
集
』
の
最
初
に
押
し
出
す
の
は
、
上
里
賢
一
に
よ
る
と
、

「
編
纂
者
の
程
順
則
は
久
米
村
の
役
人
と
し
て
、
首
里
王
府
に
花
を
持
た
せ
る

意
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
く
し
だ
し
、
首
里
王
府
あ
っ
て
久
米
村
と
い

う
地
位
と
役
割
は
厳
然
と
自
覚
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

構
成
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
中
山
詩
文
集
」
が
久
米
村
だ
け
の
詩
文
集
で

は
な
く
、
琉
球
の
詩
文
集
で
あ
る
と
い
う
正
統
性
を
示
す
こ
と
も
程
順
則
の
意

（

土

ひ

）

図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
作
品
は
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
と
思
わ
れ
、
作
品
数
も
他
の
詩
人

の
も
の
よ
り
少
な
い
た
め
、
一
緒
に
見
て
い
き
た
い
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
）
を
底
本
と
す
る
。

第
二
章
『
中
山
詩
文
集
』
漢
詩
の
平
灰
分
析

「
中
山
詩
」
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『中山詩文集』の琉球漢詩平灰式による検証と分析

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
五
言
絶
句
で
、
姿
（
津
私
切
）
、
時
（
辰
之
切
）
が
上
平
四
支
で
押
韻

さ
れ
て
い
る
。

第
１
句
、
第
２
句
は
基
本
平
灰
型
通
り
に
作
ら
れ
て
い
る
。

第
３
句
一
字
目
の
「
要
」
と
三
字
目
の
「
強
」
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
多
音
字

で
あ
り
、
読
み
方
に
よ
っ
て
、
意
味
は
言
わ
ず
も
が
な
、
平
灰
や
所
属
の
韻
部

も
異
な
る
場
合
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
「
要
」
は
伊
消
切
○
と
於
笑
切
●
二
種

初

句~／
平~／
灰~／~

型／
~/~~

／~
／~詩

形

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕
’
１

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

味
鑿
松
（
通
家
晩
生
尚
純
）

〈

平

灰

式

〉

１
鯵
篭
鑿
松
樹
●
●
○
○
●

２
蒼
蒼
百
歳
姿
○
○
●
●
◎

３
要
知
強
與
健
●
○
○
●
●

４
偏
在
歳
寒
時
○
●
●
○
◎

山
初
句
灰
起
り
灰
終
り
型
五
言
絶
句
作
品
例
（
三
首
中
の
一
）

灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

総
計

／

絶
句

旬

｡5 1 0
五
壱三
に。律

詩
３ 3 0 00〈

基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
。
〔
Ａ
〕

○
○
○
●
●
〔
Ｂ
〕

●
●
●
○
。
〔
Ｃ
〕

絶
句16

~6 1 2 3
200

101

七
-二
口律

詩0 2

古風3

29

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

本
詩
の
詩
型
は
七
言
絶
句
で
あ
る
。
七
言
詩
は
、
初
句
も
押
韻
す
る
の
が
主

流
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
七
言
詩
作
品
で
は
、
初
句
〔
Ａ
〕
、
〔
Ｃ
〕
の
ほ
う
が

正
格
、
初
句
〔
Ｄ
〕
、
〔
Ｂ
〕
の
方
が
偏
格
と
言
え
る
。

濱
（
必
鄭
切
）
、
春
（
榧
倫
切
）
が
上
平
十
一
真
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
１
句
、
第
２
句
、
第
４
句
は
ほ
ぼ
基
本
平
灰
型
通
り
作
ら
れ
て
い
て
、
平

灰
上
問
題
は
な
い
が
、
第
３
句
の
五
、
六
、
七
字
目
は
、
全
部
灰
声
字
を
使
用

し
て
い
る
の
で
、
「
三
灰
尾
」
（
三
灰
調
）
に
な
っ
て
い
る
。

の
読
み
方
が
あ
り
、
「
強
」
は
渠
良
切
○
、
其
雨
切
●
、
其
亮
切
●
三
種
の
読

み
方
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
要
」
は
於
笑
切
●
、
「
強
」
は
渠
良
切
○
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
第
３
句
の
平
灰
式
は
「
●
○
○
●
●
」
と
な
り
、
一
字
目
は
平

灰
変
換
可
の
た
め
特
に
救
極
す
る
必
要
が
な
い
が
、
作
者
は
第
４
句
の
一
字
目

の
平
灰
も
逆
に
し
て
、
対
句
相
救
の
手
を
打
っ
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
第
３

句
、
第
４
句
は
二
句
合
わ
せ
て
全
詩
の
平
灰
数
が
基
本
型
と
見
事
に
一
致
し
て

い
る
た
め
、
平
灰
上
は
完
壁
な
作
品
だ
と
い
え
る
。

無
題
（
過
閏
理
官
毛
知
傳
）

〈

平

灰

式

〉

１
聲
名
蓋
代
是
汪
倫
○
○
●
●
●
○
◎

２
無
償
文
章
動
海
濱
○
●
○
○
●
●
◎

３
遙
望
江
南
秀
色
好
○
●
○
○
●
●
●

４
籠
葱
古
栢
一
堂
春
○
○
●
●
●
○
◎

③
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
絶
句
作
品
例
（
十
首
中
の
二

〈
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕
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第
１
句
、
第
２
句
、
第
４
句
、
第
６
句
、
第
８
句
は
基
本
平
灰
型
通
り
で
あ

る
。
第
５
句
、
第
７
句
は
平
灰
変
換
可
の
と
こ
ろ
に
平
灰
型
を
逆
に
し
た
た
め
、

特
に
問
題
は
な
い
。

第
３
句
の
四
字
目
は
、
第
２
句
の
四
字
目
と
異
な
る
平
灰
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
「
失
粘
」
の
禁
忌
を
犯
し
て
い
る
。

対
仗
に
つ
い
て
、
第
３
句
、
第
４
句
は
柳
架
・
已
跨
と
梅
粧
・
不
減
、
詩
句
・

敏
と
歳
時
・
新
、
第
５
句
、
第
６
句
は
塔
池
と
海
島
、
桃
熟
と
箒
添
、
三
千
樹

と
九
十
春
が
対
語
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
対
仗
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
辰
（
丞
眞
切
）
、
匂
（
命
倫
切
）
、
新
（
斯
鄭
切
）
、
春
（
榧

倫
切
）
、
人
（
而
郷
切
）
が
共
に
上
平
十
一
真
で
押
韻
し
て
い
る
。

祝
林
母
戴
太
夫
人
壽
（
攝
政
王
弟
尚
弘
毅
）

〈

平

灰

式

〉

１
上
林
鶯
報
兆
芳
辰
●
○
○
●
●
○
◎

２
暖
日
暹
暹
淑
氣
句
●
●
○
○
●
●
◎

３
柳
架
已
跨
詩
句
敏
●
●
●
●
○
●
●

４
梅
粧
不
減
歳
時
新
○
○
●
●
●
○
◎

５
珸
池
桃
熟
三
千
樹
○
○
○
●
○
○
●

６
海
島
篝
添
九
十
春
●
●
○
○
●
●
◎

７
從
此
殊
方
長
献
壽
○
●
○
○
○
●
●

８
年
年
記
祝
太
夫
人
○
○
●
●
●
○
◎

剛
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
律
詩
作
品
例
（
二
首
中
の
二

〈
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

〈

小

結

〉

「
中
山
詩
文
集
」
の
最
初
に
収
録
さ
れ
た
こ
の
二
九
首
の
漢
詩
で
は
、
平
灰

上
の
問
題
が
あ
る
作
品
が
五
首
あ
る
。
そ
の
中
の
四
首
は
ま
と
め
て
「
恭
贈
玉

翁
林
先
生
詩
」
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
ほ
と
ん

ど
は
絶
句
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
首
里
の
最
初
の
学
校
「
国
学
」
が
設
立
さ
れ
、

本
格
的
に
儒
学
と
漢
詩
文
の
教
育
を
展
開
し
た
の
は
一
七
九
八
年
で
あ
る
。
こ

れ
は
冊
封
使
汪
揖
ら
の
来
琉
よ
り
二
五
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
律
詩
は
絶
句
よ
り
規
則
が
多
く
、
平
灰
の
知
識
の
み
な
ら
ず
、
対
仗
の
た

め
に
語
彙
の
性
質
や
品
詞
な
ど
の
高
い
中
国
語
の
知
識
も
要
求
さ
れ
る
た
め
、

創
作
の
難
易
度
が
高
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
首
里
の
役
人
の
作
品
に

絶
句
が
多
い
の
は
、
専
門
的
な
漢
学
訓
練
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
彼
ら
は
、
そ

れ
ほ
ど
高
い
漢
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

曾
益
（
砂
辺
親
方
）
は
、
久
米
村
曾
氏
の
六
世
で
、
曾
永
泰
、
曾
蕊
と
も
称

す
る
。
彼
は
程
順
則
と
同
じ
く
勤
学
人
と
し
て
福
州
に
留
学
し
た
経
験
が
あ

り
、
そ
の
後
外
交
の
場
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
程
順
則
の
師
で
あ
る
福
州

の
碩
儒
・
陳
元
輔
が
、
曾
益
の
個
人
詩
集
と
し
て
の
「
執
圭
堂
詩
稿
」
の
た
め

に
践
文
を
書
い
た
。
そ
の
中
で
、
陳
元
輔
が
、
「
〔
曾
益
が
〕
尤
長
於
詩
（
特
に

詩
文
に
優
れ
て
い
る
）
」
、
「
與
余
〔
中
略
〕
頗
禰
莫
逆
之
交
（
私
の
親
友
と
も
言

え
る
こ
と
書
い
て
い
る
。
国
王
や
王
府
役
人
の
詩
文
の
後
に
、
曾
益
の
「
執
圭

堂
詩
稿
」
が
久
米
士
の
作
品
と
し
て
『
中
山
詩
文
集
」
の
冒
頭
に
登
場
す
る
の

曾
益
「
執
圭
堂
詩
稿
」

従
っ
て
本
詩
は
、
全
体
的
な
仕
上
が
り
が
良
い
も
の
の
、
失
粘
の
禁
忌
を
一

回
犯
し
て
い
る
の
が
玉
に
暇
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

－6－



『中山詩文集』の琉球漢詩平灰式による検証と分析

次
表
は
、
「
執
圭
堂
詩
稿
」
の
漢
詩
を
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
詩
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
漢
詩
の
作
品
数
が
比
較
的

少
な
い
た
め
、
そ
の
中
の
二
首
だ
け
を
あ
げ
る
。

よ
り
上
の
曾
益
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
う
と
す
る
意
思
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
、
程
順
則
が
久
米
村
の
先
輩
で
あ
る
曾
益
に
対
す
る
尊
敬
を
表
し
て
い
る
ほ

か
に
、
恩
師
の
親
友
、
つ
ま
り
中
国
に
お
け
る
「
輩
分
」
思
想
の
中
に
、
自
分

よ
り
上
の
曾
益
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
式
な
倫
理
を
唱
え

初~／
句~／
平~／

m/
’

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

西
湖
看
梅

5 4 3 2 1

過花川探曾
客鳥原奇夢
知自經到江
携千萬虎南
酒秋去り丘好

山
初
句
灰
起
り
灰
終
り
型
五
言
律
詩
作
品
例

総
計

●○○○○へ
●●○○●平
○●○●○灰
○○●●○式
●。●。●…

詩
形

／

ﾉ

絶
句00 0 1 （） 0

五
-三三
口律

詩01 0 01〈
基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
。
〔
Ａ
〕

○
○
○
●
●
〔
Ｂ
〕

●
●
●
○
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

絶
句

4 0 31
半
』
一
言律

詩9 40

古風0

14

〈

押

韻

、

．

平

灰

の

検

証

〉

~

詩
型
は
五
言
律
詩
で
、
丘
（
躯
尤
切
）
、
秋
（
此
由
切
）
、
遊
（
子
求
切
）
、
愁
（
鋤

尤
切
）
が
共
に
下
平
十
一
尤
で
押
韻
し
て
い
る
。

本
詩
の
第
１
句
一
字
目
、
第
３
句
一
字
目
、
第
８
句
一
字
目
は
基
本
平
灰
型

と
逆
で
あ
る
が
、
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
抵
し
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
詩
句

は
す
べ
て
平
灰
基
本
型
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
詩
は
平
灰
上
の
問
題
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

己
已
元
旦
榑
艫
禺
慎
齋
先
生
招
飲
仙
館
時
雨
雪
梅
花
盛
開

8 7 6 5 4 3 2 1

何異飛寒仙草猶新
妨地雪梅櫻閣喜開
僚與漫堆搗相名正
倒君天径酒逢公朔
共同白香栗‘漸折拝
題是過連吹下簡煕
蕉客橋屋講楊招朝

8 7 6②
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
律
詩
作
品
例
（
五
首
中
の
二

看
山
寛
浪
遊

呉
王
歌
舞
後

回
首
使
人
愁

○○○
●○○
●○●
○●●
。●◎

○●○○○●○○
○●●○○●●○
●●●○○○○●
●○○●●○○●
●○●○●○●●
○●●○○●●○
。●。●。●。◎

〈
平
灰
式
〉

●''○'○
●○○
●○●
○●●
。●◎
戸戸戸

CBA
ｰｰｰ

〈
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

－ワー
~‘



〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
朝
（
畦
遙
切
）
、
招
（
之
遙
切
）
、
龍
（
先
彫
切
）
、
橋
（
祁

堯
切
）
、
蕉
（
並
消
切
）
が
共
に
下
平
二
藷
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
１
句
、
第
３
句
、
第
８
句
が
平
灰
基
本
型
通
り
作
ら
れ
て
い
る
。

第
２
句
一
宇
目
と
第
５
句
三
字
目
は
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
極
し
て
い
な

い
。
第
４
句
五
字
目
の
「
聰
」
は
、
他
定
切
●
と
他
経
切
○
二
種
の
発
音
が
あ

る
が
、
実
作
す
る
際
に
平
灰
両
用
字
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

本
句
は
「
三
平
尾
」
の
禁
を
犯
し
て
い
な
い
。

第
５
句
三
字
目
と
第
６
句
一
字
目
を
基
本
平
灰
型
と
逆
に
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
作
者
が
第
６
句
三
字
目
も
逆
に
し
て
同
一
句
内
自
救
と
対
句
相
救
を
同
時

に
実
現
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
第
６
句
四
字
目
の
両
側
が
全
て
灰
声

字
に
な
り
、
孤
平
の
禁
忌
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
本
詩
も
、
少
し
暇
疵

察
鐸
（
志
多
伯
親
方
）
は
、
『
歴
代
宝
案
』
、
『
中
山
世
譜
」
な
ど
の
編
纂
を
取

り
仕
切
り
、
近
世
久
米
村
の
形
成
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
察
鐸
は
外

交
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
進
貢
使
と
し
て
数
回
渡
渭
し
た
。
一
六
八
八
年
の
進

貢
の
際
に
、
彼
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
琉
球
の
進
貢
人
員
が
一
五
○
人
か
ら
二
○

○
人
に
ま
で
増
加
さ
れ
、
進
貢
船
の
税
金
も
免
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
が
総

（

６

）

理
唐
栄
司
（
久
米
村
総
役
）
に
選
ば
れ
、
二
二
年
間
勤
め
た
。

さ
ら
に
蕊
鐸
は
文
学
者
と
し
て
、
漢
詩
を
堪
能
し
て
い
る
。
『
中
山
詩
文
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
察
鐸
の
詩
集
は
、
彼
が
一
六
八
八
年
、
正
議
大
夫
と
し
て

清
朝
に
赴
く
と
き
に
作
っ
た
「
観
光
堂
遊
草
」
で
あ
る
。
詩
集
の
序
文
と
賊
文

は
、
曾
益
の
「
執
圭
堂
詩
稿
」
と
同
じ
く
福
州
の
碩
儒
陳
元
輔
に
よ
っ
て
書
か

察
鐸
「
観
光
堂
遊
草
」

の
あ
る
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

西
湖
看
梅

１
梅
有
孤
山
骨

２
看
來
不
改
芳

３
自
嫌
三
楚
媚

４
豈
作
六
朝
香

５
月
径
浮
氷
晩

６
霜
天
淡
曉
壯

７
橋
邊
桃
柳
色

８
零
落
怨
謂
郎

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

山
初
句
灰
起
り
灰
終
り
型
五
言
律
詩
作
品
例
（
二
首
中
の
二

総
計

○○○●●●○○
●○○●●○○●
●○●○●○●○
○●●○○●●○
。●。●。●。●

〈
平
灰
式
〉

絶
句0 0 0 0 0

一
口
Ｌ
二
三
可

丁
十
上
一
三
に

~
~
~
~
~

律
詩2 2 00 (）〈

基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
。
〔
Ａ
〕

○
○
○
●
●
〔
Ｂ
〕

●
●
●
○
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
。
〔
Ａ
〕

○
○
○
●
●
〔
Ｂ
〕

●
●
●
○
。
〔
Ｃ
〕

絶
句

13 40 0 9
七

言律
詩15 (） 2 1 2 11

古風0

30
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『中山詩文集』の琉球漢詩平灰式による検証と分析

第
１
句
一
字
目
と
第
２
句
一
字
目
が
基
本
平
灰
型
と
逆
で
あ
る
が
、
畢

救
で
救
極
し
て
い
る
。
第
３
句
目
は
基
本
平
灰
型
通
り
作
ら
れ
て
い
る
。

第
１
句
一
字
目
と
第
２
句
一
字
目
が
基
本
平
灰
型
と
逆
で
あ
る
が
、
対

詩
型
は
五
言
律
詩
で
、
芳
（
敷
方
切
）
、
香
（
虚
良
切
）
、
壯
（
側
霜
切
）
、
郎
（
盧

當
切
）
が
共
に
下
平
七
陽
で
押
韻
し
て
い
る
。

本
詩
の
第
１
句
一
字
目
、
第
３
句
一
字
目
、
第
８
句
一
字
目
は
基
本
平
灰
型

と
逆
で
あ
る
が
、
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
抵
し
て
い
な
い
。

第
４
句
、
第
５
句
、
第
６
句
、
第
７
句
は
基
本
平
灰
型
通
り
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
２
句
一
字
目
の
「
看
」
は
、
も
と
も
と
丘
寒
切
○
、
怯
幹
切
●
二

種
類
の
読
み
方
が
あ
る
が
、
意
味
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
た
め
、
作
詩
の
際
に
平

灰
両
用
字
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
２
句
は
基
本
平
灰
型
通
り
作

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
、
本
詩
は
、
平
灰
上
完
壁
な
作
品
だ
と

思
わ
れ
る
。

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
州
（
之
市

共
に
下
平
七
陽
で
押
韻
し
て
い
る
。

句
相

元
夕
喜
宿
清
湖
菖
館

１
使
臣
一
棹
返
衡
州

２
依
菖
清
湖
半
楊
留

３
喜
見
星
橋
開
鐵
鎖

４
分
明
城
市
有
唇
模

（
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
州
（
之
由
切
）
、
留
（
力
求
切
）
、
槙
（
盧
侯
切
）
、
が

側
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
絶
句
作
品
例
（
九
首
中
の
一
）

○●○●
○●●○へ
○○○●平
●○○●灰
●○●●式
●●●○、-／
◎●。◎

〈
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

第
４
句
の
三
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
比
べ
て
逆
に
し
て
い
る
た
め
、
六
字
目

の
平
灰
も
逆
に
し
て
同
一
句
内
自
救
で
救
極
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
第
３
句
、
第
４
句
の
六
字
目
が
同
じ
平
灰
に
な
っ
た
た
め
、
「
反
法
」
の

違
反
を
し
て
い
る
。

従
っ
て
本
詩
は
、
少
し
暇
疵
の
あ
る
作
品
と
思
わ
れ
る
。

「
雪
堂
紀
栄
詩
」

「
雪
堂
紀
栄
詩
」
は
、
久
米
村
の
役
人
た
ち
が
程
順
則
に
贈
る
「
紀
栄
（
栄
誉

を
称
賛
す
る
ご
詩
で
あ
る
。
一
六
九
三
年
、
王
太
子
の
尚
純
が
程
順
則
の
才

能
と
功
績
を
誉
め
立
て
る
た
め
に
、
鳳
尾
蕉
（
ソ
テ
ッ
）
を
彼
に
賜
っ
た
。
そ

の
後
、
察
鐸
を
は
じ
め
と
す
る
久
米
士
が
、
程
順
則
に
詩
を
贈
り
、
彼
の
栄
誉

を
讃
え
た
。
そ
の
中
に
は
、
蕊
文
溥
、
梁
成
揖
、
呪
維
新
な
ど
、
琉
球
が
清
朝

に
派
遣
し
た
最
初
の
官
生
た
ち
の
作
品
も
登
場
し
て
い
る
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

量／
~~~ノ~~~

~~~／~~~

~~／~~
~~／~~~~
~~ノ~~~~~

~~／~~~~
~~／~~~~
~~／~~~~~

／幕

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

⑪
初
句
灰
起
り
平
終
り
型
七
言
絶
句
作
品
例
（
四
首
中
の
一
）

総
計

絶
句0 0 0

〒

五竪

言三
口律

詩1 0 0 0

絶
句1 4 0 16

七
・三
に。律

詩
３10 0 0 ワ

~I

古風0

17
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に
上
平
二
冬
で
押
韻
し
て
い
る

本
詩
の
平
灰
式
は
、
基
本
平
灰
型
と
完
全
に

壁
な
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
。

紀
栄
詩
（
得
刻
太
學
生
都
通
事
梁
成
揖
）

〈

平

灰

式

〉

１
鐵
木
由
來
天
上
枝
●
●
○
○
○
●
◎

２
恩
深
偏
為
近
臣
移
○
○
○
●
●
○
◎

３
酬
功
不
待
麿
封
日
○
○
●
●
○
○
●

４
樹
徳
尤
宜
未
老
時
●
●
○
○
●
●
◎

５
鳳
尾
刷
刷
張
夜
月
●
●
○
○
○
●
●

６
龍
鱗
黙
鮎
映
朝
嶬
○
○
●
●
●
○
◎

７
雪
堂
今
日
新
承
寵
●
○
○
●
○
○
●

８
紀
勝
原
須
共
賦
詩
●
●
○
○
●
●
◎

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
絶
句
で
、
冬
（
都
宗
切
）
、
容
（
餘
封
切
）
、
龍
（
盧
容
切
）
が
共

又
七
蔵
四
首
其
一
（
天
章
太
學
生
都
通
事
察
文
溥
）

〈

平

灰

式

〉

〈

皿

１

鐵

木

鍔

鐸

猫

耐

冬

●

●

○

○

●

●

◎

●

一

２

青

枝

依

奮

帯

春

容

○

○

●

●

●

○

◎

○

（

３

着

來

似

在

波

濤

里

○

○

●

●

○

○

●

○

（

４

坊

佛

鱗

生

欲

化

龍

●

●

○

○

●

●

◎

●

一 〈
基

⑧
初
句
灰
起
り
平
終
り
型
七
言
律
詩
作
品
例
（
三
首
中
の
二

｜
致
し
て
い
る
。
平
灰
上
に
完

〈
基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

程
順
則
（
名
護
親
方
）
は
、
近
世
琉
球
の
代
表
的
な
政
治
家
・
知
識
人
で
あ
る
。

久
米
士
で
あ
る
程
順
則
は
、
中
国
へ
五
回
渡
り
、
福
州
や
北
京
で
中
国
の
知
識

人
と
広
く
交
流
し
た
。
そ
し
て
、
彼
が
琉
球
の
教
育
事
業
に
も
貢
献
し
た
。
一

七
○
六
年
の
進
貢
の
際
に
は
、
程
順
則
が
自
費
で
教
科
書
と
し
て
民
間
で
普
及

し
て
い
た
『
六
諭
術
義
」
と
彼
自
ら
著
し
た
渡
情
す
る
と
き
の
指
南
書
で
あ
る

『
広
義
指
南
』
を
版
刻
し
て
琉
球
に
も
た
ら
し
た
。

「
中
山
詩
文
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
個
人
詩
集
の
中
、
程
順
則
の
「
雪
堂
燕

遊
草
」
は
作
品
数
が
最
も
多
い
も
の
で
あ
る
。
「
雪
堂
燕
遊
草
」
は
、
一
六
九
六

年
彼
が
進
貢
北
京
大
通
事
と
し
て
北
京
に
赴
い
て
か
ら
帰
国
す
る
ま
で
の
間
に

作
っ
た
漢
詩
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
枝
（
旨
而
切
）
、
移
（
延
知
切
）
、
時
（
辰
之
切
）
、
礒
（
虚

宜
切
）
、
詩
（
申
之
切
）
が
共
に
上
平
四
支
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
３
句
、
第
４
句
、
第
５
句
、
第
６
句
、
第
８
句
は
基
本
平
灰
型
通
り
に
作

ら
れ
て
い
る
。
第
１
句
五
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
逆
に
し
て
い
る
た
め
軽
い
孤

灰
と
な
っ
た
が
、
一
般
的
に
勧
句
と
見
な
さ
れ
な
い
。
第
２
句
三
字
目
は
平
灰

変
換
可
の
た
め
、
救
抵
し
て
い
な
い
。
第
７
句
一
字
目
と
三
字
目
は
同
一
句
内

自
救
で
救
抵
し
て
い
る
。

程
順
則
「
雪
堂
燕
遊
草
」
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｢中山詩文集｣の琉球漢詩平灰式による検証と分析

〈
押
韻
・
平
灰
・
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
乾
（
居
寒
切
）
、
鴬
（
盧
官
切
）
、
残
（
財
干
切
）
、
壇
（
渠

焉
切
）
、
乾
（
居
寒
切
）
が
共
に
上
平
十
四
寒
で
押
韻
し
て
い
る
。

初~~
句~／

平／
灰~／
型／
職

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

戸
平
近
り
平
絃
り
型
」
声
Ａ
」
３

~

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕
１

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

晩
泊
准
陰
感
賦

１
准
陰
客
艇
系
江
乾

２
此
地
曾
經
隠
鳳
費

３
跨
下
呑
聲
山
色
改

４
城
邊
垂
釣
水
流
残

５
覇
王
項
羽
空
求
將

６
丞
相
粛
何
議
築
壇

７
莫
恨
凄
涼
長
樂
夜

８
千
秋
知
己
涙
難
乾

山
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
律
詩
作
品
例
（
一
七
首
中
の
二

総
二l‐

同I
／

詩
形ﾉ

○●○●○●●○
○●●○○●●○ヘ
○○○●○○○●平
●○○●●○○●灰
●○●○●○●●式
○●●○○●●○ー
。●。●。●。◎

絶
句

6 2 0
五

言律
三上

同寸
6 07 0 1

絶
句10 1 2117

七
三
口

（
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

律
ヨニ

冒寸
031 14 0 17

古風1

85

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
中
（
捗
隆
切
）
、
風
（
方
中
切
）
、
空
（
枯
公
切
）
、
宮
（
居

中
切
）
、
紅
（
胡
公
切
）
が
共
に
上
平
一
束
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
２
句
、
，
第
３
句
、
第
５
句
、
第
７
句
は
基
本
平
灰
型
通
り
に
作
ら
れ
て
い

る
。
第
１
句
、
第
４
句
、
第
６
句
、
第
８
句
の
一
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
逆
で

第
１
句
、
第
２
句
、
第
３
句
、
第
７
句
は
平
灰
基
本
型
通
り
作
ら
れ
て
い
る
。

第
４
句
、
第
８
句
の
三
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
逆
で
あ
る
が
、
平
灰
変
換
可
の

た
め
、
救
抵
し
て
い
な
い
。
第
５
句
、
第
６
句
の
一
字
目
は
、
基
本
平
灰
型
に

比
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
に
な
っ
て
お
り
、
対
句
相
救
で
救
抵
し
て
い
る
。

本
詩
は
、
全
体
的
な
仕
上
が
り
が
よ
く
、
平
灰
上
は
完
壁
な
作
品
だ
と
思
わ

れ
る
。

蕪
城
懐
古
（
二
首
）
其
一

１
階
帝
豪
華
蔓
草
中

２
粛
條
二
十
四
橋
風

３
鴉
翻
屡
苑
香
雲
散

４
龍
去
長
江
錦
水
空

５
祇
有
山
川
留
勝
蹟

６
更
無
父
老
説
行
宮

７
瓊
花
冷
落
蛾
眉
老

８
愁
見
蕪
城
夕
照
紅

③
初
句
灰
起
り
平
終
り
型
七
言
律
詩
作
品
例
二
四
首
中
の
二

○○●●○○○○
●○○●●○○●
○●●○○●●○
○●●○○●●○
●○●○●○●●
●○○●●○○●
。●。●。●。◎

〈
平
灰
式
）

〈
基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕
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あ
る
が
、
平
灰
変
換
可
の
た
め
、
救
極
し
て
い
な
い
。

本
詩
は
懐
古
詩
と
し
て
、
全
体
的
な
仕
上
が
り
が
よ
く
、
対
仗
も
非
常
に
き

れ
い
な
対
語
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
平
灰
上
の
み
な
ら
ず
、
美
学
上
で

も
素
晴
ら
し
い
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
。

渡
黄
河

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 ⑧
初
句
平
起
り
灰
終
り
型
五
言
排
律
作
品

黄
河
秋
色
滿

喜
是
大
清
時

源
自
罠
帯
出

山
從
砥
柱
支

瀧
洞
斜
塞
鴫

奔
放
走
雲
蟠

九
里
看
新
潤

三
門
潮
菖
基

朝
宗
歸
海
疾

鼓
浪
到
天
奇

舟
揖
空
中
度

星
辰
水
面
移

廻
澗
衝
柁
急

落
葉
帯
烟
披

大
勢
呑
秦
障

豊
功
勒
禺
碑

○●●○○○●○○●●○○○●○へ
○●●○○●●○○●●○○●●○平
●○●○●○●○●○●○●○●○灰
●○○●●○○●●○~○●●○○●式
。●。●。●。●。●。●。●。●、一一

へ

○●●''○'○●|●''○''○●||●''○'○●||●○|基
○●●○○●●○○●●○○●●○本
●○●○●○●○●○●○●○●○平
●○○●●○○●●○○●●○○●灰
。●。●。●。●。●。●。●。●式
戸ノー、 ノミノー､戸ノーノー､ ノー戸／苛戸ノー、声、戸ノー、 ／、～〆

ADCBADCBADCBADCB ~
ｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ営

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

本
詩
の
詩
型
は
五
言
排
律
（
長
律
）
で
あ
る
。
排
律
も
近
体
詩
の
一
種
で
あ

り
、
全
文
の
長
さ
に
対
す
る
制
限
が
な
い
が
、
普
通
の
律
詩
と
同
じ
押
韻
と
平

灰
の
規
則
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
首
聯
と
尾
聯
を
除
く
す
べ

て
の
聯
の
対
仗
も
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
排
律
は
、
句
数
が
多
い
も
の
の
、
途

中
に
韻
を
変
え
て
は
い
け
な
い
た
め
、
他
の
律
詩
よ
り
創
作
の
難
易
度
が
高

く
、
詩
人
の
腕
前
を
示
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
型
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

時
（
辰
之
切
）
、
支
（
旨
而
切
）
、
隅
（
抽
知
切
）
、
基
（
居
之
切
）
、
奇
（
渠
宜
切
）

移
（
延
知
切
）
、
披
（
鑿
嘩
切
）
、
碑
（
通
眉
切
）
、
疲
（
蒲
緊
切
）
が
共
に
上
平
四

支
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
３
句
、
第
ｎ
句
の
一
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
逆
で
あ
る
が
、
平
灰
変
換
可

の
た
め
、
救
極
し
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
詩
句
は
す
べ
て
平
灰
基
本
型
通
り

で
あ
る
。
本
詩
は
排
律
の
諸
規
則
を
全
部
満
た
し
た
上
で
、
荒
れ
狂
っ
て
い
る

秋
の
黄
河
の
激
浪
、
及
び
そ
れ
を
渡
ろ
う
と
す
る
作
者
が
持
つ
高
逼
な
志
を
描

き
出
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。

「
雪
堂
雑
組
」
は
一
六
九
六
年
に
成
立
し
た
程
順
則
の
個
人
詩
集
で
あ
る
。

中
に
程
順
則
の
代
表
作
と
思
わ
れ
る
「
中
山
東
苑
八
景
」
と
い
う
琉
球
に
お
け

る
東
海
朝
礒
、
西
喚
流
霞
、
南
郊
麥
浪
、
北
峯
積
翠
、
石
洞
獅
鱒
、
雲
亭
龍
誕
、

松
經
濤
聲
、
仁
堂
月
色
の
八
か
所
の
景
色
を
詠
じ
る
漢
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

程
順
則
「
雪
堂
雑
組
」

18 17

渉東
此漠
敢思
云献
疲推

●○
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●○
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。●
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●○
●○
○●
。●
戸戸
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『中山詩文集』の琉球漢詩平灰式による検証と分析

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
五
言
律
詩
で
、
南
（
那
含
切
）
、
答
（
絹
深
切
）
、
鰺
（
倉
含
切
）
、
堪
（
苦

含
切
）
が
共
に
下
平
十
三
章
で
押
韻
し
て
い
る
。

初
句
平
灰
型

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

寄
懐
鴻
艫
講
子
始
先
生

〈

平

灰

式

〉

１
客
路
同
來
遠
●
●
○
○
●

２
賢
勢
北
至
南
○
○
●
●
◎

３
月
卿
新
使
節
●
○
○
●
●

４
天
閼
蕾
朝
善
○
●
●
○
◎

５
繕
献
談
心
酒
○
●
○
○
●

６
難
留
復
命
膠
○
○
●
●
◎

７
抵
今
槍
海
外
●
○
○
●
●

８
種
目
更
何
堪
●
●
●
○
◎

山
初
句
灰
起
り
灰
終
り
型
五
言
律
詩
作
品
例
（
二
首
中
の
一
）

総
計

詩
形／

絶
句0 0 0

3 2 0

9 0 4

ワ
目 0

4

0 0
五
二・
にゴ律

詩01（
基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
。
〔
Ａ
〕

○
○
○
●
●
〔
Ｂ
〕

●
●
●
○
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
。
〔
Ａ
〕

○
○
○
●
●
〔
Ｂ
〕

●
●
●
○
。
〔
Ｃ
〕

絶
句0 5

十
〕
一
言律

詩5 0 1016 0

古風1

28

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
聲
（
書
征
切
）
、
清
（
親
盈
切
）
、
情
（
慈
盈
切
）
、
晴
（
慈

盈
切
）
、
城
（
時
征
切
）
が
共
に
下
平
八
庚
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
１
句
、
第
２
句
、
第
４
句
が
基
本
平
灰
型
通
り
に
作
ら
れ
て
い
る
。
第
５

句
三
字
目
、
第
６
句
一
宇
目
は
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
極
し
て
い
な
い
。
第
８

句
の
一
字
目
と
三
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
に
し
て
あ

り
、
同
一
句
内
自
救
で
救
抵
し
て
い
る
。
第
３
句
も
恐
ら
く
、
第
８
句
と
同
じ

第
５
句
、
第
７
句
一
字
目
が
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
抵
し
て
い
な
い
。
第
３

句
一
字
目
と
第
４
句
一
宇
目
は
基
本
平
灰
型
と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
に
し
て
あ

り
、
対
句
相
救
で
救
極
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
詩
句
が
全
部
平
灰
基
本
型
通
り

作
ら
れ
て
い
る
本
詩
も
、
平
灰
上
は
完
壁
な
作
品
と
思
わ
れ
る
。

寄
懐
郡
司
訓
戴
叔
子
先
生

１
曾
傳
註
禮
薑
家
聲

２
此
日
春
風
洋
水
清

３
皐
比
十
年
存
古
道

４
蟄
菱
五
月
嶌
離
情

５
東
漠
烟
散
扶
桑
曉

６
南
國
雲
開
首
稽
晴

７
両
地
相
思
不
相
見

８
祇
餘
明
月
上
高
城

②
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
律
詩
作
品
例
（
十
首
中
の
一
）

●●○○○○●○
○●●○○○●○
○○○○●●○●
●○○●●○○●
●●●○●○●●
○○●○○●●○
。●。●。●。◎

〈
平
灰
式
〉

〈
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕
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程
榑
萬
は
、
程
順
則
の
次
男
で
あ
る
。
「
中
山
詩
文
集
』
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、

一
四
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
彼
が
、
二
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
に
つ
く
っ
た

作
品
で
あ
る
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
詩
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
漢
詩
の
数
が
比
較
的
少
な
い
た
め
、
そ
の
中
の
一

首
だ
け
を
挙
げ
る
。

ょ
う
に
一
字
目
と
三
字
目
を
逆
に
し
て
同
一
句
内
自
救
で
救
極
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
二
字
目
の
「
比
」
は
多
音
字
で
あ
り
（
補
委
切
●
、
蒲
檗
切
○

（

一

‐

ｆ

）

な
ど
）
、
「
皐
比
」
の
場
合
は
後
者
の
「
蒲
稟
切
○
」
と
な
る
た
め
、
２
句
の
二
字

目
と
異
な
る
平
灰
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
失
粘
の
禁
忌
を
犯
し
て
い
る
。

第
７
句
五
、
六
字
目
も
お
互
い
に
逆
に
し
て
同
一
句
内
自
救
で
救
極
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
最
後
の
三
文
字
が
「
●
○
●
」
に
な
っ
た
が
、
七
言
詩
の
場
合
、

孤
平
が
平
灰
基
本
型
〔
Ｃ
〕
の
み
に
お
い
て
は
成
立
す
る
た
め
、
本
句
は
孤
平

の
禁
忌
を
犯
し
て
い
な
い
。

本
詩
は
お
そ
ら
く
、
平
灰
よ
り
内
容
の
ほ
う
、
特
に
対
仗
を
重
視
し
て
い
る

た
め
、
何
度
も
救
抵
の
手
を
打
っ
て
い
た
が
、
結
局
平
灰
上
の
禁
を
犯
し
て
し

程
榑
萬
「
焚
餘
稿
」

ま
っ
た
。
従
っ
て
、
本
詩
も
少
し
暇
疵
の
あ
る
作
品
と
思
わ
れ
る
。

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
五
言
律
詩
で
、
堂
（
徒
郎
切
）
、
涼
（
呂
張
切
）
、
蒼
（
千
剛
切
）
、
鳩
（
Ｐ

羊
切
）
が
共
に
下
平
七
陽
で
押
韻
し
て
い
る
。

初
句
平
灰
型

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

題
水
竹
居
（
十
四
歳
作
）

8 7 6 5 4 3 2 1 山
初
句
灰
起
り
灰
終
り
型
五
言
律
詩
作
品
例

／

我
愛
四
鄭
竹

江
邊
護
草
堂

三
春
藏
細
雨

六
月
起
微
涼

秋
至
水
添
碧

晩
來
山
映
蒼

幽
居
喜
得
此

日
日
好
開
鵤

総
二1

両I

●○●○●○○●
●○○●●○○●
●●○●●○●●
○●●○○●●○
。●。●。●。●

詩
形

〈
平
灰
式
〉

絶
句0 0 0 00

五
=三
口律

詩2 0 0 11へ

●''○'○●|●'○'○●||基
●○○●●○○●本
●○●○●○●○平
○●●○○●●○灰
。●。●。●。●式
戸ノー、 ノー、 ／－、戸ノー、戸ノー、‐／

C BADCBAD
胃一一一一一胃一

絶
句

３6 0 3

~0
0

七
一二
にI律

詩0 01 ］

古風0

10
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｢中山詩文集』の琉球漢詩平灰式による検証と分析

周
新
命
（
目
取
真
親
雲
上
）
は
、
程
順
則
と
同
じ
く
若
い
頃
「
読
書
習
礼
」
の

た
め
に
勤
学
人
と
し
て
福
州
に
渡
り
、
福
州
の
儒
者
竺
天
植
の
元
で
詩
を
学
ん

だ
。
彼
が
帰
国
し
た
後
、
一
七
○
七
年
に
は
王
世
孫
尚
益
に
四
書
、
詩
経
の
進

講
を
し
て
お
り
、
尚
益
の
即
位
後
も
続
け
ら
れ
た
。
一
七
○
一
年
（
康
煕
四
○
）

三
六
歳
で
都
通
事
、
一
七
一
○
年
に
は
中
議
大
夫
、
一
七
二
年
に
は
再
度
久

（

８

）

米
村
講
解
師
に
登
用
さ
れ
、
一
七
一
三
年
、
四
八
歳
で
正
議
大
夫
に
な
っ
た
。

次
表
は
、
初
句
の
平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１
句
三
字
目
、
第
５
句
一
字
目
が
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
極
し
て
い
な

い
。
第
２
句
、
第
３
句
、
第
４
句
、
第
８
句
が
す
べ
て
基
本
平
灰
型
通
り
作
ら

れ
て
い
る
。
第
６
句
の
一
字
目
は
基
本
平
灰
型
と
比
べ
て
逆
に
し
て
い
る
た

め
、
三
字
目
の
平
灰
も
逆
に
し
て
同
一
句
内
自
救
で
救
抵
し
て
い
る
。
第
７
句

最
後
の
三
文
字
は
す
べ
て
灰
声
字
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
「
三
灰
尾
」
の
禁

忌
を
犯
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

周
新
命
「
翠
雲
棲
詩
篝
」

初
句
平
灰
型

ノ

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

山
初
句
灰
起
り
灰
終
り
型
五
言
律
詩
作
品
例

ノ

総
計

ノ

詩
形

絶
句

0 0 0 0 0
一
五
二
口律

詩3 1 0 2 0

絶
句

13 0 8 50
七
-三二
口律

詩0 11 0 516

古風0

32

〈
押
韻
。
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
五
言
律
詩
で
、
郷
（
虚
良
切
）
、
荒
（
呼
光
切
）
、
堂
（
徒
郎
切
）
、
雲
（
奴

當
切
）
が
共
に
下
平
七
陽
で
押
韻
し
て
い
る
。

第
３
句
、
第
４
句
、
第
７
句
の
一
字
目
は
平
灰
変
換
可
の
た
め
救
抵
し
て
い

な
い
。
他
の
詩
句
が
す
べ
て
基
本
平
灰
型
通
り
作
ら
れ
て
い
る
が
、
初
句
が
灰

字
四
つ
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
「
三
灰
尾
」
の
禁
忌
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。

寄
程
寵
文

聞
鐘

１
－
池
月
色
映
千
峰

２
貝
葉
風
翻
古
寺
中

１
與
子
握
手
別

２
愁
心
繧
故
郷

３
騨
亭
花
径
冷

４
江
路
草
橋
荒

５
客
夢
随
山
月

６
溪
聲
落
雪
堂

７
故
人
如
問
我

８
萬
里
一
空
雲

⑭
初
句
平
起
り
平
終
り
型
七
言
絶
句
作
品
例
（
五
首
中
の
二

●●○●○●○●へ
●○○●●○○●平
●○●○●○●●灰
○●●○○●●●式
。●。●。●。●ー

○○
●○へ
○●平
○●灰
●●式
●○…
。◎

へ

●''○'○●‘●''○'○●|基
●○○●●○○●本
●○●○●○●○平
○●●○○●●○灰
。●。●。●。●式
ノー、 ノー、 ノー、声、戸、 ノー、 ノー、 ノー、 、写〆

CBADCBAD
－宮一一一一一一

〈
基
本
平
灰
式
〉

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕
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（
小
結
〉

「
中
山
詩
文
集
』
は
、
琉
球
で
最
初
に
編
蟇
さ
れ
た
漢
詩
文
集
で
あ
り
、
琉

球
の
漢
詩
と
漢
文
の
特
徴
を
把
握
す
る
上
で
は
最
も
基
礎
に
な
る
も
の
と
言
わ

（

９

）

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
『
中
山
詩
文
集
』
に
収
録
さ
れ
た
琉
球
漢
詩
の
平
灰

式
の
分
析
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
時
代
の
琉
球
王
国
を
代
表
す
る
詩
人
の
作
詩

水
準
を
検
証
し
て
み
た
。

次
表
は
、
『
中
山
詩
文
集
』
に
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
琉
球
漢
詩
の
初
句
の

平
灰
型
に
よ
っ
て
分
類
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
押
韻
・
平
灰
の
検
証
〉

詩
型
は
七
言
絶
句
で
、
第
２
句
、
第
３
句
の
一
字
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
平

灰
型
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
灰
変
換
可
の
た
め
救

極
し
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
詩
句
は
、
基
本
平
灰
型
通
り
で
あ
る
。

本
詩
の
押
韻
に
つ
い
て
、
峰
（
敷
容
切
）
、
鐘
（
諸
容
切
）
が
上
平
二
冬
で
押

韻
し
て
い
る
が
、
「
中
（
畦
隆
切
こ
は
上
平
一
東
と
い
う
違
う
韻
部
の
字
で
あ

る
た
め
、
押
韻
上
の
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
水
韻
系
統
で

異
な
る
韻
部
に
属
し
て
い
る
「
中
」
と
「
鐘
」
が
、
現
代
中
国
語
（
標
準
語
）
で
は

同
じ
発
音
（
圃
弓
眉
）
を
持
っ
て
い
る
漢
字
で
あ
り
、
『
洪
武
正
韻
」
に
も
同
じ

発
音
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
お
そ
ら
く
幼
い
頃
か
ら
官
話
を

学
び
育
っ
た
周
新
命
ら
久
米
村
役
人
も
、
「
中
」
と
「
鐘
」
を
同
じ
発
音
で
読
ん

で
い
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
押
韻
錯
誤
は
、
ま
さ
に
中
国
語
上
達

者
し
か
で
き
な
い
ミ
ス
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

4 3

不夜
堪靜
雲凉
外生
數秋
聲正
鐘好

○○
○●
●○
●○
●●
○●
。●

○IO||
○●
●'○|｜
●○
●○
○●
。●

AD
ｰ曾

そ
し
て
、
各
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
詩
の
数
、
並
び
に
平
灰
錯
誤
が
あ

る
漢
詩
の
数
と
比
率
は
次
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

初
句
平
灰
型

久
米
村
役
人
「
雪
堂
紀
栄
詩
」

〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕
２

「
Ｘ
こ
り
一
人
降
り
型
］
「
Ｄ
一
９

〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕

〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕

〔
平
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕

そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
以
下
に
示
す
。

『
中
山
詩
文
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
漢
詩
が
成
立
し
た
一
七
世
紀
末
に
生

／

周
新
命
「
翠
雲
槙
詩
菱
」

程
順
則
「
雪
堂
燕
遊
草
」

曾
益
「
執
圭
堂
詩
稿
」

首
里
役
人
「
中
山
詩
」

程
順
則
「
雪
堂
雑
組
」

察
鐸
「
観
光
堂
遊
草

程
榑
萬
「
焚
餘
稿
」

総
計

〈
ロ
ユ
可

詩
集

／

ノ

詩
形

絶
句316 ２

漢
詩
首
数

五

言律
詩

245 32 1O 28 85 17 30 14 29
191 12 ワ

臼0 5

絶
句107 44 ワ

ム4
rー局

Oイ
錯
誤
首
数

七
二
口34 5 3 ］

F

D
'7
~I 3 3 5 律

詩
ワ
匂99

ワ庁

O／ 2 58

古風4

比
率14％ 16% 30% 18% 8％ 6％ 10% 21% 17%

245

表② 表①
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『中山詩文集』の琉球漢詩平灰式による検証と分析

芽W蕊1 車灰錯誤の分譲"…erMr:w鱗蝋溌上、 ‐形な 』 き
た
琉
球
王
国
を
代
表
す
る
知
識
人
た
ち
が
作
っ
た
漢
詩
は
、
平
灰
上
の
ミ
ス

が
多
少
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
近
体
詩
の
作
詩
規
則
に
則
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
体
詩
の
平
灰
式
に
は
正
格
と
偏
格
が
存
在
し
て
い
る
。
五
言
詩
で

は
〔
平
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｂ
〕
と
〔
灰
起
り
灰
終
り
型
〕
〔
Ｄ
〕
が
正
格
で
、
〔
平

起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ａ
〕
〔
灰
起
り
平
終
り
型
〕
〔
Ｃ
〕
が
偏
格
。
七
言
詩
の
正
格
と

偏
格
は
五
言
詩
に
反
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
表
①
を
見
れ
ば
明
確
な
よ
う
に
、

「
中
山
詩
文
集
』
の
漢
詩
に
は
、
正
格
の
数
が
極
め
て
多
い
。

特
に
程
順
則
を
は
じ
め
と
す
る
久
米
村
役
人
の
漢
詩
集
に
は
、
首
里
漢
詩
と

違
い
、
絶
句
よ
り
作
詩
難
易
度
が
高
い
律
詩
の
数
が
多
く
、
平
灰
の
規
則
の
み

な
ら
ず
、
対
仗
も
対
句
の
規
則
に
従
っ
た
上
で
作
品
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
詩

形
と
詩
意
と
も
に
優
れ
て
い
る
作
品
が
多
数
あ
る
。

そ
し
て
、
作
詩
風
格
の
差
異
を
除
い
て
、
『
中
山
詩
文
集
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
漢
詩
の
平
灰
を
検
証
し
た
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
久
米
村
出
身
者
と
首
里
士

が
犯
し
た
平
灰
錯
誤
の
種
類
も
、
相
当
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前

述

の

詩

形

の

選

択

（

絶

句

と

律

岬

岬…

…

…

：

”

．

…

・

…

一

や

一

鰯

、

…

棚

鋼

Ⅱ

心

哨

・

▲

岨

釈

．

噸

鳴

評

・

粥

’

棚

《

１

－

岬

稚

岬

剖

咽

訓

〉

、

”

冠

~

：

翻

噸

蝿

粘

平

咋

軸

＃

》

州

”

蕊

《

~

詩

）

の

み

な

ら

ず

、

次

図

は

「

中

山

“

；

“

三

三

押

失

孤

平

；

」

、

恥

こ

１

－

Ｆ

恥

Ｆ

ｆ

Ｆ

、

》

》

》

州

Ｊ

ｍ

識

舛

郷

甑

が

艫

鵬

準

錆

誕

逹

な

錯

誤

吋
類

碧

分

誤》〉の一

錯叶

認齢

そ
の
中
で
、
特
に
三
平
調
と
三
灰

尾
は
、
古
体
詩
の
一
つ
重
要
な
特
徴

で
あ
る
た
め
、
近
体
詩
を
作
る
際
に

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ミ
ス
で

琉
球
に
お
け
る
漢
学
の
展
開
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
、
上
里

賢
一
は
「
琉
球
の
漢
学
の
成
立
と
展
開
に
は
、
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
日
本
か

ら
渡
来
し
た
僧
侶
や
日
本
に
留
学
し
た
琉
球
僧
ら
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
主
に

山
門
を
中
心
に
し
て
展
開
し
た
も
の
と
、
『
閏
人
三
十
六
姓
』
と
よ
ば
れ
る
中

国
福
建
省
等
か
ら
来
た
人
た
ち
が
定
住
し
て
形
成
し
た
久
米
村
（
唐
栄
）
の
人

（

川

）

た
ち
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
上
里
が
述
べ
た
こ
の
二
つ
の
漢
学
学
統
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
に

琉
球
王
国
の
教
育
事
業
に
浸
透
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
中
で
も
、
各
学
統
に

お
け
る
漢
詩
の
重
要
性
、
お
よ
び
漢
詩
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
、
従
来
必
ず
し

も
明
確
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
従
来
の
研
究
で
は
、
『
中
山
詩
文
集
』
の
刊
行
を
一
つ
の
時
代
の
区

切
り
に
し
て
琉
球
漢
学
・
漢
詩
お
よ
び
そ
の
教
育
の
展
開
を
論
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
以
前
の
時
代
、
つ
ま
り
中
国
の
明
朝
に
当
た
る
時
代
に
お
い
て
、
な

ぜ
琉
球
詩
人
の
漢
詩
集
が
ひ
と
つ
も
残
っ
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
は
ほ

と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
解
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
章
は
、
一
七
世
紀
か
ら
『
中
山
詩
文
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
世

紀
前
半
に
か
け
て
、
漢
詩
が
中
国
文
壇
に
お
い
て
占
め
て
い
た
重
要
性
、
お
よ

び
日
中
両
国
に
お
け
る
流
行
詩
風
の
変
化
を
閨
明
し
、
さ
ら
に
平
灰
式
分
析
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
久
米
村
出
身
者
が
犯
し
た
の
は
主
に
細

か
い
平
灰
ミ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
詩
の
数
が
全
詩
集
の
お
よ
そ
一
割
程
度

し
か
な
い
首
里
漢
詩
は
、
半
数
以
上
が
三
平
調
・
三
灰
尾
の
錯
誤
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
差
異
は
、
首
里
と
久
米
村
の
異
な
る
学
統
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章
琉
球
漢
学
の
学
統
と
漢
詩
教
育
の
展
開
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川
山
門
の
漢
学
と
首
里
の
漢
詩

山
門
を
中
心
に
し
て
展
開
し
た
漢
学
の
代
表
的
な
人
物
は
、
「
万
国
津
梁
の

鐘
」
と
呼
ば
れ
る
、
か
つ
て
首
里
城
正
殿
で
飾
ら
れ
て
い
た
鐘
の
銘
文
の
作
者

で
あ
っ
た
溪
隠
と
い
う
京
都
五
山
の
僧
侶
、
お
よ
び
漢
文
訓
読
法
の
「
文
之
点
」

を
完
成
さ
せ
た
南
浦
文
之
の
弟
子
で
あ
る
泊
如
竹
が
い
た
。
こ
う
し
た
僧
門
の

漢
学
が
、
王
府
を
中
心
に
首
里
の
士
族
階
層
で
展
開
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て

（

Ⅲ

〉

い
る
。

薩
摩
の
琉
球
侵
攻
よ
り
以
前
、
ま
だ
明
朝
の
冊
封
国
と
し
て
の
琉
球
で
あ
っ

た
時
代
に
お
け
る
、
僧
門
に
よ
る
漢
学
・
漢
詩
教
育
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
一

六
○
六
年
（
万
暦
三
十
四
年
）
に
尚
寧
王
の
冊
封
使
と
し
て
琉
球
へ
赴
い
た
夏

子
陽
が
著
し
た
「
使
琉
球
録
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
僧
識
番
字
、
亦
識
孔
氏
書
。
以
其
少
時
嘗
往
倭
國
習
於
倭
僧
、
陪
臣
子

弟
十
三
、
四
歳
皆
從
之
習
字
請
書
。
如
三
十
六
姓
者
、
復
從
菖
時
通
事
習

（

ｕ

）

華
語
、
以
儲
他
日
長
史
、
通
事
之
用
」

上
記
よ
り
、
首
里
士
族
の
教
育
は
主
に
日
本
に
留
学
し
た
経
験
が
あ
る
僧
侶
が

担
任
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
久
米
村
で
の
教
育
は
、
通
事
育
成
の
目
的
で
独

自
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
夏
子
陽
は
、
十
五
世
紀
初
頭
に
通
事
と
し
て
太
監
・
鄭
和
の
南
海
遠

征
に
参
加
し
た
費
信
が
書
い
た
旅
行
記
で
あ
る
「
星
嵯
勝
覧
』
に
記
さ
れ
て
い

る
琉
球
人
の
作
詩
能
力
に
対
す
る
評
価
、
す
な
わ
ち

（

脳

）

「

作

詩

效

唐

鵲

」

よ
り
得
ら
れ
た
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
当
時
の
琉
球
を
代
表
す
る
首
里
と
久

米
と
い
う
二
つ
の
漢
学
学
統
の
下
で
展
開
さ
れ
た
漢
詩
教
育
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

を
引
用
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

「
作
詩
、
惟
僧
能
之
、
然
亦
曉
音
韻
、
弄
文
墨
已
爾
、
許
以
「
效
唐
』
、

（

脳

）

則

過

也

」

つ
ま
り
、
夏
子
陽
は
当
時
の
琉
球
に
お
い
て
、
作
詩
す
る
の
は
僧
侶
の
み
で
、

そ
の
水
準
も
低
い
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、
「
唐
体
」
に
倣
っ
て
い
な
い
と
い

う
評
を
残
し
て
い
る
。

琉
球
人
の
作
詩
水
準
を
批
判
し
た
明
の
冊
封
使
は
、
夏
子
陽
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
彼
よ
り
も
以
前
に
琉
球
に
赴
い
た
陳
侃
、
郭
汝
謀
、
薫
崇
業
も
、
先
述

（

圃

）

の
「
效
唐
体
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
琉
球
人
が
作
っ
た
漢
詩
を
否
定
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
後
代
の
冊
封
使
が
陳
侃
ら
先
人
の
意
見
に
附
和
雷
同
し
て
、
類

似
し
た
意
見
を
記
し
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
「
唐
体
」
で
あ
る
か
否
か
を

基
準
に
し
て
、
漢
詩
の
優
劣
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
夏
子
陽
ら
冊
封
使
を
は
じ

め
と
す
る
明
朝
知
識
人
の
一
般
的
な
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ

ヱ
ハ
，
／
Ｏ

明
の
時
代
に
は
、
李
肇
龍
と
王
世
貞
を
筆
頭
と
す
る
「
古
文
辞
派
」
が
当
時

の
文
壇
を
主
宰
し
た
。
彼
ら
は
「
文
の
前
漢
よ
り
、
詩
の
天
宝
よ
り
下
、
倶
に

観
る
に
足
る
も
の
な
し
」
、
「
文
は
必
ず
秦
漢
、
詩
は
必
ず
盛
唐
」
な
ど
を
主
張

し
、
盛
唐
詩
を
漢
詩
創
作
上
の
絶
対
的
な
規
範
と
し
て
定
め
た
。
こ
う
し
た
「
古

文
辞
派
」
の
盛
唐
詩
に
対
す
る
極
端
な
擬
古
主
義
は
、
当
時
の
漢
詩
創
作
や
鑑

賞
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
明
代
の
冊
封
使
が
「
唐
体
」
に

執
着
し
て
い
る
直
接
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
古
文
辞
派
」
が
提
唱
し
た
擬
古
主
義
の
文
学
運
動
は
、
中
国
だ
け
で
は
な

く
日
本
の
文
壇
に
も
影
響
を
与
え
た
。
一
八
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
柤
株
学
の

流
行
に
伴
い
、
荻
生
柤
棟
と
そ
の
門
人
が
唱
え
た
擬
古
主
義
の
詩
文
創
作
が
日

（

Ｈ

）

本
の
漢
詩
壇
を
席
捲
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
祖
棟
の
門
人
が
著
し
た
『
藷
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｢中山詩文集｣の琉球漢詩平灰式による検証と分析

「
尤
其
購
れ
た
る
は
棟
翁
三
十
九
か
四
十
歳
の
時
の
由
、
子
廸
が
物
語
な

り
。
そ
れ
故
棟
翁
殊
に
書
に
富
ま
れ
た
り
。
其
中
に
李
王
が
集
も
あ
り
て
、

（

応

）

古
文
辞
を
修
せ
ら
れ
し
こ
と
そ
れ
よ
り
な
り
と
ぞ
」

す
な
わ
ち
、
荻
生
祖
棟
は
、
四
十
歳
の
時
に
明
の
李
肇
龍
と
王
世
貞
の
著
作

を
得
て
、
そ
こ
か
ら
「
古
文
辞
派
」
の
思
想
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
全
国
で
祖
棟
学
が
流
行
し
始
め
る
の
は
十
八
世
紀
の
江
戸
中

期
で
あ
り
、
陳
侃
や
夏
子
陽
ら
が
来
琉
す
る
十
六
世
紀
中
葉
と
十
七
世
紀
初
頭

に
、
日
本
に
留
学
し
て
詩
を
学
ん
だ
琉
球
の
僧
侶
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
「
古
文

辞
派
」
が
奉
唱
す
る
盛
唐
詩
の
風
格
と
か
な
り
異
な
る
詩
風
を
有
す
る
漢
詩
を

作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
彼
ら
の
作
品
に
は
「
音
韻
を
知
る
」
と
い
う
点
は
認
め
ら
れ
る

が
、
「
效
唐
体
」
と
い
う
最
も
重
要
な
基
準
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
日
本
と
中
国
に
お
け
る
流
行
詩
風
の
ズ
レ
が
、
明
に
あ
た
る
時
代
の
琉
球

漢
詩
が
夏
子
陽
ら
冊
封
使
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
山
門
の
漢
学
教
育
を
受
け
て
い
た
当
時
の
首
里
士
族
の
作

詩
は
、
如
何
な
る
水
準
に
達
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
明
代
に
当
た
る

時
代
に
お
け
る
琉
球
僧
侶
や
首
里
士
族
の
漢
詩
集
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
当
時
の
全
貌
を
把
握
す
る
に
は
明
ら
か
に
不
足
し
て
い
る
も
の
の
、
個
別

の
作
品
は
僅
か
な
が
ら
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
か
ら
当
時
の
首
里
役
人
の
作
詩

水
準
を
管
窺
し
て
い
き
た
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
首
里
出
身
の
馬
成

驍
が
一
六
二
年
に
作
詩
し
た
七
言
律
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
作
詩
さ
れ
た

同
年
に
朝
鮮
燕
行
使
の
李
眸
光
が
明
に
赴
い
た
際
の
記
録
『
琉
球
使
臣
贈
答
録
」

園
雑
話
』
に
は
、
祖
棟
ぷ

の
よ
毒
っ
に
記
し
て
い
る
。

柤
抹
が
古
文
辞
の
理
論
を
受
容
す
る
契
機
に
つ
い
て
、
以
下

（

脈

）

馬
成
驍
は
、
後
に
向
鴻
基
東
風
平
親
方
朝
香
と
改
称
し
た
首
里
士
で
あ
る
。

彼
の
こ
の
作
品
は
、
言
語
が
通
じ
な
い
朝
鮮
使
節
と
意
思
疎
通
を
し
な
が
ら
、

自
分
の
感
懐
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
十
分
に
役
割
を
果
た
し
た
が
、
基
本
平
灰

式
と
照
合
す
る
と
明
白
な
よ
う
に
、
第
１
句
、
第
２
句
以
外
は
平
灰
上
の
間
違

い
が
多
く
、
後
ろ
四
句
の
駒
が
、
前
四
句
の
上
平
三
江
か
ら
下
平
一
先
へ
変
わ

っ
て
、
頷
聯
と
頸
聯
の
第
３
句
、
第
４
句
、
第
５
句
、
第
６
句
も
対
仗
し
て
い

な
い
。
改
め
て
全
体
を
見
る
と
、
律
詩
と
い
う
よ
り
、
二
つ
の
絶
句
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
も
の
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
作
品
は
、
「
唐
体
」
の
基
準

を
も
満
た
し
て
い
な
い
と
判
断
で
き
よ
う
。

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

㈲
久
米
村
の
漢
学
と
漢
詩
一
方
で
ぶ
対
中
国
外
交
に
お
け
る
職
掌
を
専
任
し
て
い
た
久
米
士
の
漢
学
は

（

肘

）

粛
勤
申
壗
朝
鮮
台
使
馬
成
驍
（
向
氏
東
風
平
親
方
朝
香
）
~

〈

平

灰

式

〉

~

〈

基

本

平

灰

式

〉

１
堯
天
舜
日
照
暹
方
○
○
●
●
●
○
◎
○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

２
航
海
梯
山
來
帝
邦
○
●
○
○
○
●
◎
‐
●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

３
不
期
而
會
天
下
國
○
○
○
●
○
●
●
●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

４
凡
有
血
氣
悉
稻
降
○
●
●
●
●
○
◎
○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

５
耀
遁
相
遇
雌
拝
水
●
●
○
●
○
○
●
○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

６
前
縁
夙
定
非
偶
然
○
○
●
●
○
●
○
●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

７
喜
承
晤
教
故
所
願
●
○
●
●
●
●
●
●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

８
候
爾
東
南
雨
分
還
●
●
○
○
●
○
○
○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕
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こ
れ
と
対
照
的
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
外
交
人
材
を
養
成

す
る
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
主
に
公

的
な
教
育
機
関
で
行
う
学
校
教
育
と
勤
学
人
・
官
生
派
遣
の
形
式
で
実
施
さ
れ

る
留
学
教
育
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
久
米
村
の
子
弟
は
、
通
事
と
し
て

対
中
朝
貢
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
た
め
、
彼
ら
は
、
ま
ず
天
妃
宮
で
句

読
・
官
話
な
ど
基
礎
知
識
を
学
び
、
次
に
明
倫
堂
で
奏
文
、
諮
文
な
ど
の
実
用

漢
文
知
識
と
儒
学
、
漢
詩
文
な
ど
の
漢
学
教
養
を
身
に
つ
け
、
最
後
に
官
生
や

勤
学
人
と
し
て
中
国
に
留
学
す
る
と
い
う
理
想
的
な
進
学
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
教
員
と
、
教
育
を
受
け
る
学
生
は
、
ほ

ぼ
久
米
村
出
身
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
理
想
的
な
漢
学
教
育
体
系
は
、
程
順
則
ら
の
時
代
に

は
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
明
倫
堂
は
、
一
七
一
八
年
に
程
順
則
の
提

案
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
妃
宮
で
初
等
教
育
を
行
う
こ
と

も
、
明
倫
堂
創
建
後
の
こ
と
で
あ
る
。

程
順
則
ら
は
、
彼
ら
の
自
宅
で
の
「
学
斎
」
に
よ
っ
て
漢
学
の
知
識
を
学
習

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
学
斎
」
で
講
義
を
し
て
い
た
大
多
数
が
官
生
出
身
者

（

岨

）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
程
順
則
の
世
代
の
久
米
士
た
ち
に
、
講
義
を

す
る
官
生
出
身
者
の
教
師
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
琉
球
の

官
生
派
遣
は
、
一
五
七
九
年
明
朝
に
三
名
の
官
生
を
派
遣
し
た
か
ら
、
一
六
七

一
年
に
清
朝
へ
察
文
溥
ら
を
送
り
官
生
派
遣
を
再
開
す
る
ま
で
、
島
津
氏
の
琉

球
侵
攻
な
ら
び
に
中
国
の
明
清
交
替
の
動
乱
に
よ
り
九
二
年
中
断
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
加
え
て
、
嘔
世
紀
後
半
に
、
琉
球
に
よ
る
中
継
貿
易
が
急
激
に
衰

退
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
久
米
村
の
勢
力
と
地
位
は
底
辺
に
落
ち
込
み
、
衰
退

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

一
六
○
六
年
に
来
琉
し
た
冊
封
使
夏
子
陽
の
「
使
琉
球
録
』
に
は
、
当
時
久

米
村
の
衰
勢
に
つ
い
て

「
余
聞
諸
琉
球
昔
遣
陪
臣
之
子
進
監
者
、
率
皆
三
十
六
姓
；
今
諸
姓
凋
謝
、

僅
存
察
、
鄭
、
林
、
程
、
梁
、
金
六
家
而
族
不
甚
蕃
、
故
進
監
之
畢
、
近

亦
蓼
蓼
。
大
夫
、
長
史
、
昔
以
謂
詩
學
禮
者
充
之
、
故
多
彬
彬
禮
讓
；
今

僅
取
奔
走
濫
鵤
匪
人
、
則
末
流
漸
失
芙
。
三
十
六
姓
者
、
昔
所
居
地
日
管

（

咽

）

中
。
今
強
半
邸
塘
、
過
之
殊
可
概
焉
」
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
衰
退
と
伴
い
、
採
用
さ
れ
た
役
人
が
「
小
ま
め
に
働
く
者
」
し
か

残
っ
て
い
な
い
久
米
村
で
は
、
漢
学
を
は
じ
め
と
す
る
文
教
事
業
も
相
当
没
落

し
て
い
た
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
久
米
村
に
お
け
る
学
問
の
衰
退
は
、
夏
子
陽
が
米
琉
し
た
一
六

○
六
年
よ
り
も
更
に
以
前
、
つ
ま
り
は
約
七
十
年
も
以
前
に
、
す
で
に
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
僧
侶
で
あ
る
月
舟
寿
桂
が
一
五
三
○
年
ご
ろ
に
書

い
た
と
推
定
さ
れ
た
「
幻
雲
文
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
鵺
翁
字
名
並
序
」
に

お
い
て
日
本
に
渡
来
し
た
琉
球
僧
の
鶴
翁
智
仙
が
当
時
の
久
米
村
の
学
問
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
有
一
聚
落
、
日
久
米
村
、
昔
大
唐
人
百
餘
輩
、
來
居
此
地
而
成
村
、
頗

有
文
字
、
子
孫
相
繼
而
學
、
令
彼
有
文
者
製
隣
國
往
還
之
害
。
近
來
無
為

（

仏

）

學
者
、
或
赴
大
唐
而
入
小
（
大
か
）
學
、
但
淺
限
不
足
取
焉
」

す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
鶴
翁
智
仙
が
日
本
に
留
学
す
る
前
の
十
六
世
紀
初

頭
に
お
い
て
、
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
官
生
を
含
む
久
米
士
族
の
文
教
事
業
は
す

で
に
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
当
時
の
久
米
村
に
お
い
て
は
、

官
話
や
文
書
作
成
な
ど
の
実
用
知
識
の
ほ
か
、
高
度
な
漢
学
教
養
が
必
要
と
さ

れ
る
漢
詩
教
育
を
行
う
能
力
の
あ
る
人
材
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
る

》
『
ノ
０
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『中山詩文集｣の琉球漢詩平灰式による検証と分析

本
詩
の
詩
型
は
七
言
律
詩
で
、
深
（
式
針
切
）
、
臨
（
華
況
切
）
が
下
平
十
二

侵
で
押
韻
し
て
い
る
が
、
逢
（
符
容
切
）
、
容
（
餘
封
切
）
が
上
平
二
冬
の
韻
字
で
、

人
（
而
郷
切
）
が
上
平
十
一
真
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
詩
は
押
韻
し

『
明
会
典
』
を
ひ
も
と
け
ば
、
明
代
の
科
挙
科
目
に
関
す
る
記
載
に
は
、
漢

詩
の
問
題
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
琉
球
官
生
が
留
学
し
て
い
た
明
代
の

国
子
監
で
も
、
漢
詩
に
関
す
る
講
習
や
定
期
試
験
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
久
米
村
の
衰
退
と
官
生
派
遣
の
断
絶
が
起
き
る
以
前
は
、
琉
球
漢

学
の
一
系
統
で
あ
る
久
米
村
の
漢
学
に
お
い
て
は
、
漢
詩
の
教
育
が
重
視
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
さ
き
に
ふ
れ
た
『
琉
球
使
臣
贈
答
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
う

一
首
の
琉
球
漢
詩
を
取
り
上
げ
た
い
。
作
者
は
当
時
の
久
米
村
総
役
で
、
紫
金

大
夫
の
察
堅
で
あ
る
。

奉
酬
壗
敬
朝
鮮
台
使
察
堅

〈

平

灰

式

〉

１
海
外
観
面
是
奇
逢
●
●
●
●
●
○
○

２
誼
知
一
見
即
包
容
●
○
●
●
●
○
○

３
皇
恩
浩
蕩
均
需
被
○
○
●
●
○
○
●

４
珠
玉
淋
滴
我
濁
深
○
●
○
○
●
●
◎

５
長
才
偉
略
廃
隻
匹
○
○
●
●
●
○
●

６
幹
國
謀
王
第
一
人
●
●
○
○
●
●
○

７
予
心
感
侃
真
忘
森
○
○
●
●
○
○
●

８
帝
俟
他
年
教
復
臨
○
●
○
○
●
●
◎

〈
基
本
平
灰
式
〉

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

●
●
○
○
○
●
●
〔
Ｄ
〕

○
○
●
●
●
○
。
〔
Ａ
〕

○
○
●
●
○
○
●
〔
Ｂ
〕

●
●
○
○
●
●
。
〔
Ｃ
〕

て
い
な
い
「
失
韻
」
の
作
で
あ
る
。
押
韻
以
外
に
、
第
５
句
は
失
粘
の
錯
誤
を

犯
し
て
お
り
、
第
１
、
６
も
そ
れ
ぞ
れ
平
灰
上
の
錯
誤
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本

詩
の
頷
聯
と
頸
聯
は
あ
る
程
度
対
句
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
馬
成
驍
の
詩
よ
り

作
詩
の
水
準
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
平
灰
上
の
錯
誤
が
過
多
で

あ
る
本
詩
も
、
近
体
詩
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
。

李
悴
光
は
、
『
琉
球
使
臣
贈
答
録
」
の
あ
と
が
き
に
お
い
て
、

「
而
堅
等
短
於
属
文
，
不
足
與
唱
和
耳
」

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
察
堅
ら
の
漢
詩
を
読
ん
で
、
そ
の
作
詩
能
力
の

不
足
を
察
知
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

久
米
村
に
お
け
る
作
詩
水
準
の
上
昇
は
、
明
清
交
代
後
、
清
朝
が
中
国
全
土

の
統
一
的
支
配
を
確
立
し
た
し
た
の
ち
に
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

釦

）

久
米
村
は
、
「
進
貢
を
軸
に
編
成
さ
れ
た
特
別
な
官
人
組
織
で
あ
っ
た
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
久
米
村
の
教
育
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

（

別

）

「
久
米
村
の
子
弟
に
要
求
さ
れ
た
知
識
が
、
実
用
的
な
も
の
が
中
心
に
な
っ
た
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

久
米
村
に
お
け
る
漢
詩
創
作
の
発
展
が
、
渭
代
に
な
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
始

ま
っ
た
理
由
と
し
て
、
明
代
と
清
代
と
の
科
挙
制
度
に
お
い
て
、
漢
詩
の
地
位

が
極
め
て
上
昇
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
久

米
村
出
身
者
は
、
中
国
の
科
挙
に
参
加
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
の
交
渉

相
手
で
あ
る
中
国
の
知
識
人
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
科
挙
出
身
者
や
科
挙
志
望

者
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
身
出
世
の
階
梯
と
も

呼
ば
れ
る
科
挙
試
験
は
、
そ
の
時
代
の
知
識
人
の
関
心
、
並
び
に
文
学
の
発
展

（

”

事

に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
乾
隆
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
科
挙
試
験
の
た
め
の
受
験
参
考
書
で
あ

る
「
應
試
唐
詩
類
舞
』
の
序
文
で
、
清
代
の
知
識
人
で
あ
る
葉
之
栄
は
、
明
代
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の
科
挙
制
度
が
八
股
文
に
偏
重
し
て
い
た
た
め
、
文
人
階
層
の
漢
詩
創
作
の
意

欲
は
実
質
上
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
自
勝
国
八
股
之
制
定
、
操
肌
者
皆
以
詩
為
有
妨
挙
業
、
概
置
不
講
。
雌

海
内
之
大
、
不
乏
好
学
深
思
、
心
知
其
義
、
而
窮
郷
僻
壌
且
有
不
知
古
風

（

蝿

）

歌
行
、
近
禮
絶
句
為
何
物
者
。
風
氣
至
此
、
亦
詩
運
之
一
厄
也
」

ま
た
、
李
元
復
が
『
常
談
叢
録
』
で
、
乾
隆
年
間
に
初
め
て
、
郷
試
で
律
詩

の
試
験
を
実
施
す
る
と
き
、
漢
詩
の
知
識
を
全
く
学
習
し
た
こ
と
が
な
い
受
験

者
た
ち
の
慌
た
だ
し
い
姿
を
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
…
；

「
乾
隆
二
十
四
年
己
卯
科
、
始
於
郷
閏
試
以
排
律
五
言
八
韻
詩
心
令
初
下
、

士
多
未
習
詩
者
。
是
科
江
西
郷
試
詩
題
為
『
賦
得
秋
水
長
天
一
色
』
、
得

天
字
。
有
士
人
全
不
解
所
謂
、
遍
訶
諸
同
號
舎
者
、
或
告
以
此
限
韻
、
當

押
之
。
遂
於
十
六
句
作
畳
韻
、
壺
押
天
字
、
其
可
笑
有
如
此
者
。
自
是
歳
、

科
試
生
童
於
文
後
亦
用
排
律
詩
。
然
毎
苦
其
難
、
尤
不
識
四
聲
平
灰
、
雛

極
力
猯
摩
、
卒
未
能
通
。
有
先
以
別
紙
創
定
格
式
、
然
後
逐
字
循
格
填
嶌
、

起
草
猶
時
從
聯
坐
者
頻
頻
紫
間
不
休
、
令
人
増
厭
。
有
別
構
文
一
篇
、
願

與
他
人
互
易
一
詩
者
。
又
有
日
中
而
文
已
謄
正
、
揺
鵲
蜜
眉
、
吟
聲
哀
苦
、

（

型

）

律
成
而
日
已
暮
、
倉
促
完
巻
者
。
至
其
詩
句
之
裡
拙
可
晒
、
又
不
待
言
也
」
。

そ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
清
代
に
な
っ
て
漢
詩
の
重
要
性
が
高
ま
る
以

前
、
常
に
漢
学
知
識
の
実
用
性
を
意
識
し
な
が
ら
教
育
を
展
開
し
て
い
た
久
米

士
に
と
っ
て
、
漢
詩
の
実
用
価
値
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
六
七
八
年
、
康
煕
帝
が
博
学
宏
辞
科
を
開
い
て
、
試
験
に
「
省
耕
詩
五
言

排
律
二
十
韻
」
を
出
題
し
、
初
め
て
律
詩
の
題
が
科
挙
に
出
さ
れ
た
。
程
順
則

が
勤
学
人
と
し
て
福
州
に
赴
い
た
の
は
一
六
八
三
年
、
お
そ
ら
く
そ
の
と
き
、

彼
は
す
で
に
科
挙
の
傾
向
に
敏
感
な
中
国
知
識
人
か
ら
、
先
述
し
た
よ
う
な
情

報
を
聞
き
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。

一
六
八
三
年
、
程
順
則
が
勤
学
人
と
し
て
福
州
に
四
年
間
滞
在
し
て
い
た

時
、
当
地
の
碩
儒
・
陳
元
輔
に
つ
い
て
漢
詩
を
学
ん
だ
。
数
年
後
、
再
び
中
国

に
赴
く
程
順
則
が
瓊
河
で
、
勤
学
人
時
代
に
用
い
た
陳
元
輔
著
の
漢
詩
の
基
礎

教
科
書
で
あ
る
『
枕
山
櫻
課
児
詩
話
』
を
陳
か
ら
受
け
取
り
、
帰
国
後
に
そ
れ

を
上
梓
し
た
。
陳
元
輔
が
こ
の
本
で
、
作
詩
に
対
す
る
自
分
の
心
得
を
述
べ
た

上
で
論
の
俎
上
に
載
せ
る
の
は
、
漢
詩
と
科
挙
の
関
連
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
一
首
律
詩
、
只
起
承
韓
四
字
壺
之
而
已
…
…
吾
於
帖
括
中
亦
得
是
意
、

（

お

）

誰
謂
作
詩
有
妨
畢
業
栽
」

陳
元
輔
は
、
順
治
年
間
に
生
ま
れ
た
儒
者
で
あ
る
。
彼
が
自
分
の
著
作
で
作

詩
は
科
挙
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
、
弁
解
し
て
い
る
様
子
か
ら
明
白

な
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
康
煕
初
期
の
時
代
に
も
、
明
代
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た

「
詩
は
科
挙
の
妨
げ
と
な
る
も
の
」
と
い
う
認
識
は
、
中
国
の
知
識
人
の
中
に

一
・
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
作
詩
に
対
す
る
認
識
は
、
康
煕
帝
が
博
学
宏
辞
科
を
開

い
て
、
漢
詩
が
科
挙
試
験
に
登
場
し
て
か
ら
大
い
に
変
貌
し
た
。
素
爾
調
等
が

編
纂
し
た
『
欽
定
学
政
全
書
』
に
も
、
科
挙
試
詩
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

（

跡

）

「
如
詩
不
佳
者
、
歳
試
不
准
抜
取
優
等
、
科
試
不
准
録
送
科
畢
」

と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
科
挙
の
受
験
者
の
み
な
ら
ず
、
進
士
に
な
っ
た
合
格
者
た
ち
に
も
、

律
詩
の
試
験
が
課
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
程
含
章
が
「
教
士
習
」
に

以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
国
朝
取
士
、
八
股
以
外
、
最
重
律
詩
．
迫
登
第
後
、
月
課
、
散
館
、
大
考
、

（

訂

）

則
置
八
股
不
用
、
唯
試
詩
賦
。
一
字
未
調
、
一
韻
未
葉
、
即
罷
斥
不
用
」

‐
こ
う
し
て
、
漢
詩
の
中
国
文
壇
に
お
け
る
重
要
性
が
極
め
て
上
昇
し
た
。

さ
ら
に
、
清
代
の
科
挙
試
詩
は
、
詩
の
形
式
的
な
側
面
、
つ
ま
り
平
灰
の
正
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確
性
に
関
す
る
要
求
が
極
め
て
高
か
っ
た
。
銭
載
は
『
廣
西
郷
試
告
示
」
に
て
、

受
験
者
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
説
諭
し
て
い
る
。

「
詩
禮
以
和
平
莊
雅
為
檀
場
、
其
用
哩
俗
不
典
及
一
切
請
楓
字
句
者
、
断

難
合
格
；
且
訶
義
必
須
層
次
貼
切
、
不
宜
混
浮
。
平
灰
務
須
詣
協
，
母
致

失
鮎
。
對
仗
即
不
甚
精
工
、
而
字
義
之
虚
實
、
軍
隻
、
在
所
必
辨
。
韻
錐

（

卵

）

別
刊
一
紙
随
題
分
給
、
而
検
鮎
価
須
細
心
、
母
致
出
韻
」

『
枕
山
模
課
児
詩
話
」
の
初
頭
に
、
程
順
則
の
恩
師
で
あ
る
陳
元
輔
も
、
平

灰
の
重
要
性
を
以
下
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

（

鯛

）

「
學
詩
要
先
知
平
灰
、
此
二
字
不
辨
、
匪
濁
聾
音
不
協
、
抑
且
規
式
有
乖
」

こ
う
し
た
風
潮
の
中
に
、
通
事
と
し
て
外
交
の
最
前
線
に
立
つ
久
米
士
た
ち

の
間
で
、
中
国
の
官
僚
と
知
識
人
に
学
職
を
認
め
ら
れ
、
外
交
行
動
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
に
、
単
な
る
意
思
疎
通
や
感
慨
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
く
、
平

灰
や
押
韻
な
ど
の
要
求
を
満
た
し
た
形
式
美
の
あ
る
漢
詩
を
作
る
こ
と
の
重
要

性
が
一
層
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

程
順
則
を
は
じ
め
、
十
七
世
紀
中
葉
に
生
ま
れ
「
中
山
詩
文
集
」
に
名
を
遣

し
た
知
識
人
の
多
く
は
、
勤
学
人
と
し
て
留
学
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
典
型
的
な
久
米
村
式
漢
学
教
育
を
受
け
て
い
た
と
は
言
い
難
い
と
思
わ

れ
る
。し

か
し
、
程
順
則
は
帰
国
し
た
後
、
琉
球
最
初
の
漢
詩
集
を
刊
行
し
て
、
明

倫
堂
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
機
関
の
設
立
を
提
案
し
、
琉
球
の
漢
学
教
育
を
振

興
さ
せ
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
が
久
米
村
の
再
興
に
向
か
い
、
上
述
の
よ
う
な

清
朝
に
お
け
る
文
化
的
な
動
向
に
気
づ
き
、
従
来
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
漢
詩
を
「
実
用
的
な
知
識
」
の
枠
組
み
に
入
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
平
灰
式
の
検
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
程
順
則
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
時
期
の
久
米
詩
人
た
ち
の
作
品

本
稿
で
は
琉
球
王
国
最
初
の
漢
詩
文
集
で
あ
る
「
中
山
詩
文
集
」
に
収
録
さ

れ
た
琉
球
漢
詩
を
網
羅
し
、
平
灰
式
の
分
析
を
行
い
、
さ
ら
に
明
代
に
当
た
る

時
代
か
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
漢
詩
が
久
米
士
族
の
「
実
用
的
な
知
識
」

の
枠
組
み
に
入
れ
ら
れ
た
経
緯
を
考
察
し
た
。

漢
詩
の
贈
答
と
唱
和
は
、
近
世
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
各
国
の
境
界
線
を
越

え
て
、
外
交
の
舞
台
で
頻
繁
に
行
わ
れ
、
「
政
治
的
な
差
別
と
対
立
を
越
え
た

（

洲

）

直
接
で
人
間
的
な
交
流
と
連
帯
を
つ
く
り
あ
げ
る
」
と
い
う
役
割
を
十
分
に
果

た
し
た
。
「
中
山
詩
文
集
」
は
、
琉
球
王
国
最
初
の
漢
詩
文
集
と
し
て
一
七
二
五

年
に
初
版
刊
行
さ
れ
た
後
、
久
米
士
族
の
み
な
ら
ず
、
首
里
士
族
の
中
に
も
、

楊
文
鳳
父
子
の
よ
う
な
作
詩
に
長
け
る
人
材
が
輩
出
さ
れ
、
琉
球
漢
詩
文
は
隆

盛
期
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
冊
封
使
が
渡
来
す
る
琉
球
本
国
だ
け
で
は
な
く
、

使
節
と
し
て
赴
く
中
国
や
日
本
に
お
い
て
も
、
漢
詩
の
唱
和
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
琉
球
に
お
い
て
漢
詩
は
、
十
四
世
紀
末
に
す
で
に
日
本
か
ら
の
渡

琉
僧
や
中
国
か
ら
の
「
閏
人
三
十
六
姓
」
に
よ
っ
て
伝
播
し
た
も
の
の
、
中
世

か
ら
漢
詩
を
外
交
の
場
に
用
い
始
め
た
日
本
や
朝
鮮
と
比
べ
る
と
、
本
稿
で
解

明
し
た
よ
う
に
、
琉
球
王
国
に
お
け
る
漢
詩
創
作
は
、
首
里
と
久
米
村
と
い
う

二
つ
の
学
統
の
下
で
同
時
並
行
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
代

に
当
た
る
時
代
の
作
詩
は
ほ
ぼ
琉
球
の
僧
侶
集
団
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
外
交

に
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
そ
の
時
期
の
琉
球
漢
詩
は
ま
だ
比

は
、
ほ
と
ん
ど
近
体
詩
の
規
則
に
則
っ
て
作
詩
さ
れ
て
い
る
が
、
平
灰
上
の
ミ

ス
が
多
少
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
も
、
草
創
期
に
あ
る
久
米
村
漢

詩
の
特
徴
を
あ
る
程
度
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
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較
的
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
た
。

琉
球
に
お
け
る
漢
詩
に
対
す
る
本
格
的
な
受
容
は
、
十
七
世
紀
末
か
ら
漢
詩

の
実
用
価
値
が
程
順
則
ら
久
米
士
に
認
め
ら
れ
た
の
ち
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
局
面
を
形
成
さ
せ
た
要
因
が
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。

①
琉
球
が
中
国
と
外
交
関
係
を
結
び
始
め
た
明
朝
か
ら
清
朝
初
年
ま
で
の
、

東
ア
ジ
ア
各
地
域
間
に
お
け
る
流
行
詩
風
の
差
異
。

②
中
国
文
壇
に
お
け
る
漢
詩
の
重
要
度
の
増
減
が
も
た
ら
し
た
、
漢
詩
の
外

交
行
動
に
お
け
る
実
用
価
値
の
上
昇
。

③
外
交
専
門
人
材
で
あ
る
久
米
士
族
の
実
用
知
識
に
対
す
る
重
視
。

以
上
、
三
点
の
要
因
が
作
用
し
合
っ
た
結
果
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
い
。

注
（
１
）
松
尾
善
弘
氏
「
近
体
詩
の
平
灰
式
と
構
句
法
」
（
「
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
」

第
四
号
、
二
○
○
○
年
）
「
漱
石
の
漢
詩
》
平
灰
式
の
検
証
」
（
「
ア
ジ
ア
の

歴
史
と
文
化
」
第
一
二
号
、
二
千
八
年
）
「
西
郷
南
洲
翁
の
漢
詩
ｌ
平
灰

式
に
よ
る
検
証
と
解
釈
」
（
「
山
口
大
学
文
学
会
志
」
五
九
巻
、
二
○
○
九

年
）
。
古
川
末
喜
氏
「
五
言
律
詩
の
平
灰
式
、
及
び
勘
句
に
つ
い
て
ｌ

教
学
上
の
観
点
か
ら
」
二
中
国
文
学
論
集
」
第
二
一
号
、
一
九
九
二
年
）
な

ど

が

あ

げ

ら

れ

る

。

（
２
）
前
掲
松
尾
氏
論
文
の
ほ
か
、
王
力
『
漢
語
詩
律
学
』
（
中
華
書
局
、
二
○

一
五
年
）
、
簡
明
勇
「
律
詩
研
究
』
（
五
州
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）
、
飯
田

利
行
『
漢
詩
入
門
韻
引
辞
典
」
（
柏
美
術
出
版
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
の
著

書
に
使
用
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
の
仕
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３
）
中
国
宋
代
に
平
水
（
山
西
省
）
の
人
劉
淵
が
ま
と
め
た
韻
分
類
。
唐
韻
な

ど
切
韻
系
韻
耆
の
二
○
六
韻
を
整
理
し
て
一
○
七
韻
と
し
た
。
元
代
に
一

○
六
韻
と
な
り
、
現
行
の
「
侃
文
韻
府
」
な
ど
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
（
「
大

辞
林
第
三
版
』
三
省
堂
、
二
○
○
六
年
）
。

（
４
）
．
三
五
不
論
、
二
四
六
分
明
」
（
詩
句
の
一
、
三
、
五
字
目
の
平
灰
型

が
基
本
平
灰
型
の
規
定
に
拘
ら
ず
自
由
に
変
換
で
き
る
、
二
、
四
、
六
字

目
の
平
灰
型
が
基
本
平
灰
型
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
い
う
通
俗

的
な
口
訣
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。
例
え
ば
、
「
●
●
○
○
●
●
。
」
に
は
、
三
字
目
の
平
灰
型
を

変
え
る
と
、
四
字
目
が
孤
平
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
自
由
に
変
換
す
る

こ

と

が

で

き

な

い

。

（
５
）
上
里
賢
一
「
「
中
山
詩
文
集
』
の
成
立
」
『
琉
球
漢
詩
選
實
九
州
大
学
出
版

会
、
一
九
九
八
年
）
。

（
６
）
上
里
賢
一
『
琉
球
漢
詩
選
」
（
お
き
な
わ
文
庫
、
二
○
一
八
年
）
。

（
７
）
虎
の
毛
皮
。
『
左
傳
・
莊
公
十
年
」
》
「
自
雲
門
籟
出
、
蒙
皐
比
而
先
犯

之
。
」
杜
預
注
唖
「
皐
比
、
虎
皮
。
」
孔
穎
達
疏
率
「
「
樂
記
』
云
》
倒
載
干
戈
、

包
之
以
虎
皮
、
名
之
日
建
棄
。
鄭
玄
以
為
兵
甲
之
衣
日
棄
。
菱
、
鞘
也
。

而
其
字
或
作
建
皐
」
。

（
８
）
上
里
賢
一
『
琉
球
漢
詩
選
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
。

（
９
）
前
掲
上
里
著
書
。

（
皿
）
上
里
賢
一
「
琉
球
漢
学
の
始
ま
り
と
僧
門
の
役
割
」
「
琉
球
漢
詩
選
」
（
九

州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
。

（
ｕ
）
前
掲
上
里
論
文
。

（
胆
）
原
田
禺
雄
「
夏
子
陽
使
琉
球
録
』
（
椿
樹
書
林
、
二
○
○
一
年
）
。

（
Ｂ
）
陳
侃
『
使
琉
球
録
』
》
「
至
干
作
詩
、
則
弄
文
墨
、
参
禅
乘
者
間
亦
能
之
、

而
未
必
唐
禮
之
效
芙
」
。
郭
汝
謀
「
重
編
使
琉
球
録
」
恥
至
子
作
詩
、
則
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（
型
）
李
元
復
『
常
談
叢
録
嶌
晩
清
四
部
叢
刊
」
（
文
轆
閣
圖
書
、
二
○
一
三

（
記
）
「
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
・
第
二
十
集
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
）
。

（
妬
）
素
永
諮
等
蟇
修
「
欽
定
学
政
全
書
校
注
」
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二二

年

（
羽
）
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
研
究
所
蔵
減
岳
編
「
應
試
唐
詩
類
程
」
乾
隆
三
十
九
年

刊
本
、
西
胃
く
四
ａ
‐
函
①
胃
匿
侭
匡
耳
四
ｑ
Ｑ
目
①
め
①
詞
胃
①
国
○
○
爾
口
喧
局
昌
目

刊
本
、
西
胃
菌
ａ
‐
函
①
胃
冒
拓
巨
〕
国
。
○
巨
扁
淵
霞
扁
国
８
富~

~
（
躯
）
蒋
寅
「
科
畢
試
詩
對
清
代
詩
學
的
影
響
」
（
「
中
国
社
会
科
学
」
、
二
○
一

（
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
九

（
皿
）
上
里
賢
一
「
琉
球
漢
学
と

学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
’

一
九
九
九
年

（
⑲
舅
續
叢
書
類
従
・
第
十
三
韓
上
』
（
續
群
書
類
從
完
成
會
、
一
九
二
五
年
）
。

（
別
）
田
名
真
之
「
近
世
久
米
村
の
成
立
と
展
開
」
『
新
琉
球
史
．
近
世
編
（
上
）
」

（
ｒ
）
球
陽
研
究
会
編
『
球
陽
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）
。

（
略
）
喜
舍
場
一
隆
「
琉
球
に
お
け
る
唐
通
事
」
『
近
世
薩
琉
関
係
史
の
研
究
」
（
国

（
略
）
燕
行
録
叢
刊
増
補
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
【
詞
亘
四
【
（
）
制
①
目
ロ
四
国
言
の
①
、

弄
文
墨
、
参
禅
乘
者
間
亦
能
之
、
而
未
必
唐
鵲
之
效
突
。
粛
崇
業
「
使
琉

球
録
」
叩
「
至
於
作
詩
、
暫
落
落
辰
星
、
僅
知
弄
文
墨
、
曉
聲
律
爾
芙
。

而
許
以
「
效
唐
鵲
』
、
吾
誠
不
知
其
可
也
」
。

（
皿
）
日
野
竜
夫
「
祖
株
学
派
二
儒
学
か
ら
文
学
へ
」
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七

五

年

）

。

（
喝
）
森
銑
三
、
北
川
博
邦
諭
「
銃
日
本
随
筆
大
成
・
第
四
冊
」
（
吉
川
弘
文
館
、

卑
昌
①
ｇ
‐
○
呈
①
曾
巴
乏
○
鳥
の
、
胃
ｇ
⑫
”
ご
豈
○
屋
の
廿
閏
く
四
ａ
．
①
旦
巨
、

言
刊
行
会
、
一
九
九
年
）
、

且
ご
星
ご
里
曼
・
再
禺
ロ
ー
騨
○
〔
）
・
丙
埼

四
年
第
十
号
）
に
参
照
。

一
九
七
九
年
）
。

）。
『
間
人
三
十
六
姓
崖
「
琉
球
漢
詩
選
」
（
九
州
大

○
○ ○

九

年

）

。

（
”
）
程
含
章
『
程
月
川
先
生
遺
集
十
五
巻
』
「
叢
書
集
成
続
編
」
（
上
海
書
店
、

一

九

九

四

年

）

。

（
鍋
）
銭
載
『
葎
石
齋
詩
集
・
葎
石
齋
文
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
一
二
年
）
。

（
羽
）
石
母
田
正
「
詩
と
蕃
客
」
『
日
本
古
代
国
家
論
・
第
一
部
』
（
岩
波
書
店
、

一

九

七

三

年

）

。
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